
一
三

南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と

　
　
　
　
　
　
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て高

　
橋
　
弘
　
臣

　

は
じ
め
に

　

南
宋
時
代
、
東
南
五
路
（
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
）

で
徴
収
さ
れ
る
秋
苗
米
が
上
供
米
と
し
て
臨
安
及
び
金
と
の
国
境
地
帯

（
江
北
の
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
及
び
江
南
の
両
浙
・
江
東
・

江
西
・
湖
北
路
の
沿
江
部
）
へ
送
ら
れ
、
官
僚
の
俸
給
米
や
兵
士
の
軍

糧
米
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
た
。
筆
者
は
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
南
宋

臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立
」（

１
）に

お
い
て
、
南
宋
に
お
け
る
上
供
米

制
度
の
う
ち
、
特
に
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
が
ど
の
よ
う
に
成
立
し
た

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
以
下
の
諸
点
を
指
摘
し
た
。

　

①
南
宋
建
国
当
初
、
戦
乱
の
影
響
で
各
路
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額

が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
多
く
は
開
封
や
金
と
の
国
境
地
帯
に

駐
屯
す
る
軍
隊
の
も
と
へ
輸
送
さ
れ
、
行
在
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
額

は
定
額
（
南
宋
に
入
り
六
百
万
石
か
ら
四
百
六
十
九
万
石
へ
と
切
り
下

げ
ら
れ
た
）
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。
②
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
正
月

に
高
宗
が
臨
安
へ
移
住
し
、
滞
在
が
長
期
化
す
る
と
、
上
供
米
を
確
保

す
る
た
め
、
両
浙
路
、
特
に
浙
西
か
ら
臨
安
へ
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ

れ
た
。
一
方
、
臨
安
で
は
上
供
米
を
収
納
す
る
制
度
が
整
え
ら
れ
た
。

③
上
供
米
の
額
は
、
紹
興
十
一
年
に
金
と
和
議
が
締
ば
れ
、
戦
乱
が
終

息
し
た
後
も
定
額
を
下
回
っ
て
お
り
、
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
平
江

府
・
臨
安
の
戸
部
和
糴
場
、
臨
安
の
省
倉
、
淮
東
・
淮
西
・
湖
広
総
領

所
に
お
い
て
も
和
糴
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紹
興
十
八
年

に
は
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
と
で
年
間
計
七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）

石
、
三
総
領
所
で
計
四
十
六
万
五
千
石
が
和
糴
の
定
額
と
さ
れ
た
。
上

供
米
・
和
糴
米
は
省
倉
に
収
納
さ
れ
、
官
僚
の
俸
給
米
・
禁
軍
等
の
兵

士
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
。
④
上
供
米
の
定
額
は
紹
興
三
十
年
に

至
り
、
全
体
で
三
百
五
万
石
に
ま
で
切
り
下
げ
ら
れ
、
ま
た
こ
の
年

両
浙
路
及
び
江
東
路
の
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州
か
ら
臨
安
へ
年
間



一
四

戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
に
欠
額
が
生
じ
る
状
況
・
原

因
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
俸
給
米
・
軍
糧
米
を
支
払
う
際
に
生
じ

る
米
不
足
と
補
填
策
等
に
つ
い
て
、
本
格
的
な
検
討
を
行
っ
た
研
究
は

存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
南
宋

の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
や
問
題
点
だ
け
で
な
く
、
臨
安
に
お
け

る
、
官
に
係
わ
る
米
の
収
支
・
需
給
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
臨
安
は
浙
西
と
い
う
「
穀
倉
地
帯
」
に
隣
接
し
て
い
た
た
め
、

上
供
米
・
和
糴
米
は
潤
沢
・
円
滑
に
供
給
さ
れ
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
の

支
払
い
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
と
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
し
ま
う（

３
）。

し
か

し
右
記
の
諸
点
に
対
す
る
検
討
を
通
じ
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
修
正

す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
な
お
本
稿
で
は

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
『
要
録
』、『
宋
会
要
輯
稿
』
を
『
宋
会
要
』

と
略
記
す
る
。

　

一　

上
供
米
・
和
糴
米
に
お
け
る
欠
額
の
発
生
と
そ
の
原
因

　

１　

欠
額
の
発
生

　

臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
定
額
は
、
右
に
述
べ
た
如
く
紹
興

三
十
年
（
一
一
六
〇
）
に
百
十
二
万
石
と
さ
れ
、
ま
た
補
填
の
た
め

臨
安
・
平
江
府
の
戸
部
和
糴
場
、
臨
安
の
省
倉
に
お
い
て
、
毎
年
計

七
十
五
万
五
千
（
七
十
六
万
）
石
の
米
を
和
糴
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
た
。
因
み
に
和
糴
額
の
内
訳
は
、
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場
各

百
十
二
万
石
の
上
供
米
が
送
ら
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
臨
安
へ
の
上

供
米
制
度
は
、
こ
こ
に
至
り
成
立
し
た
と
言
い
得
る
。
な
お
江
東
・
江

西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
府
州
軍
か
ら
国
境
地
帯
の
軍
隊
（
大
軍
）
の
も

と
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
百
九
十
三
万
石
の
発
送
地
と
そ
の
発
送
額
も
、

同
時
に
確
定
し
て
い
る
。
国
境
地
帯
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
方
が
、
臨

安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
よ
り
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
国
境
地
帯
の
軍
需

の
大
き
さ
が
窺
知
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
上
供
米
の
制
度
が
定
め
ら
れ
た
後
も
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上

供
米
や
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
に
は
定
額
割
れ
、
即
ち

欠
額
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い
、
俸

給
米
・
軍
糧
米
の
額
が
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
臨
安
の
省
倉

で
は
し
ば
し
ば
米
が
不
足
し
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
が
不
可
能

と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
政
府
は
補
填
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
紹
興
三
十
年
に
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
が

成
立
し
て
か
ら
後
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉

で
の
和
糴
米
に
お
け
る
欠
額
発
生
の
状
況
・
原
因
、
さ
ら
に
省
倉
の
収

支
に
お
い
て
生
じ
る
米
不
足
と
そ
れ
を
補
填
す
る
措
置
等
に
対
し
、
検

討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

南
宋
の
上
供
米
制
度
に
つ
い
て
は
、
専
論
と
し
て
上
供
米
の
構
成
等

を
検
討
し
た
島
居
一
康
氏
の
論
考
が
あ
り
、
そ
の
他
で
は
総
領
所
や
南

宋
の
漕
運
に
関
す
る
研
究
、
宋
代
の
財
政
全
般
を
取
り
上
げ
た
研
究
に

お
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る（

２
）。

筆
者
も
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の

成
立
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
し
か
し
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
や



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

一
五

二
十
万
石
、
省
倉
三
十
五
万
五
千
（
三
十
六
万
）
石
で
あ
る
。
こ
う
し

た
上
供
米
・
和
糴
米
に
は
欠
額
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

上
供
米
の
欠
額
に
関
す
る
具
体
的
な
事
例
を
紹
介
す
る
と
、『
宋
会

要
』
職
官
七
〇
─
四
九
～
五
〇
「
黜
降
官
」、
紹
興
三
十
年
三
月
十
三

日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
浙
西
の
常
州
に
お
い
て
、
紹
興
二
十
九
年
に

臨
安
へ
上
供
す
べ
き
銭
物
の
う
ち
、
銭
三
十
七
万
八
千
九
百
八
十
余

貫
・
米
四
千
余
石
・
馬
料
七
万
四
千
八
百
余
口
（
石
の
誤
り
？
）・
絹

四
百
六
十
一
疋
の
欠
損
を
生
じ
さ
せ
た
と
し
て
、
知
州
莫
伯
虚
・
通
判

梁
興
祖
が
各
々
一
官
を
降
さ
れ
て
放
罷
さ
れ
、
判
官
蘇
延
寿
・
推
官
趙

伯
説
は
各
々
一
資
を
降
さ
れ
た
と
い
う
。
次
い
で
同
書
食
貨
六
三
―

二
二
「
蠲
放
」、
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
九
月
四
日
条
に

　
　

詔
、
臨
安
府
見
寄
禁
少
欠
米
料
綱
稍
（
梢
の
誤
り
）
何
元
等

一
百
六
十
七
人
、
可
将
欠
五
十
石
以
上
之
人
、
令
戸
部
押
下
元
裝

発
州
軍
補
糴
、
欠
五
十
石
以
下
人
並
予
蠲
放
。

と
あ
り
、
こ
の
時
臨
安
へ
漕
運
さ
れ
る
途
中
の
上
供
米
に
欠
額
を
出
し

た
か
ど
で
、
臨
安
で
漕
運
に
携
わ
る
綱
梢
（
上
供
米
の
輸
送
船
で
あ
る

綱
船
の
操
舵
手
）
百
六
十
七
人
が
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
欠
額
が
五
十
石

以
上
の
者
は
上
供
米
を
発
送
し
た
州
軍
で
補
填
さ
せ
、
五
十
石
以
下
の

者
は
釈
放
す
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
綱
梢
の
出
し
た
欠
額

が
一
人
平
均
三
十
石
と
し
て
も
、
全
体
で
は
五
千
石
に
及
ん
で
い
た
こ

と
に
な
る
。

　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
一
「
宋
漕
運
」、
乾
道
八
年
（
一
一
七
二
）

正
月
一
日
条
に
は

　
　

先
是
上
封
者
言
、
諸
路
銭
米
綱
運
、
近
多
少
欠
、
今
取
会
乾
道
五

年
・
六
年
行
在
綱
運
、
両
年
計
欠
銭
二
万
四
千
九
十
四
貫
・
米

五
万
一
千
八
百
九
十
三
碩
・
料
四
千
五
百
六
十
九
碩
。

と
あ
り
、
臨
安
へ
上
供
さ
れ
る
べ
き
乾
道
五
・
六
年
の
銭
・
米
・
馬
料

は
、
定
額
よ
り
も
各
々
二
万
四
千
九
十
四
貫
・
五
万
一
千
八
百
九
十
三

石
・
四
千
五
百
六
十
九
石
不
足
し
て
い
た
と
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

他
に
も
、
後
に
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
乾
道
五
年
四
月
に
は
江
東
路
の

饒
州
が
臨
安
へ
発
送
す
る
上
供
米
約
一
万
二
千
石
が
賑
恤
の
た
め
截
留

さ
れ
、
上
供
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り（

４
）、
紹
興
府
に
つ
い

て
、
乾
道
九
年
十
一
月
・
淳
煕
元
年
十
月
に
、
本
年
分
の
上
供
米
各
々

四
万
石
・
四
万
三
千
五
百
石
が
蠲
免
さ
れ
て
い
る（

５
）。

淳
煕
八
年
六
月

に
は
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
淮
西
路
で
旱
害
の
た
め
、
上
供
米
合
計

百
三
十
七
万
九
千
石
余
が
蠲
免
さ
れ
た
と
の
記
事
も
見
ら
れ
る（

６
）。
こ
の

う
ち
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
が
ど
の
程
度
蠲
免
さ
れ
た
の
か
不
明
で

あ
る
が
、
数
万
石
か
ら
多
け
れ
ば
数
十
万
石
に
達
し
て
い
た
と
推
測
さ

れ
る
。
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
欠
額
が
年
間
数
千
～
数
万
石
に
及

ぶ
と
い
う
事
態
は
し
ば
し
ば
発
生
し
て
お
り
、
数
十
万
石
に
及
ぶ
こ
と

も
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
の
欠
額
に
関
す
る
事
例
と
し

て
は
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
四
〇
「
市
糴
糧
草
」、
乾
道
元
年
正
月

二
十
日
条
に
見
え
る
、
司
農
卿
張
宗
元
の
上
言
に

　
　

窃
見
、
輦
轂
之
下
、
供
饋
至
広
、
歲
用
糧
一
百
五
十
余
万
碩
、
雖

全
仰
両
浙
苗
米
、
然
所
得
不
過
八
十
余
万
碩
。
其
余
七
十
余
万



一
六

碩
、
尽
係
坐
倉
收
糴
及
和
糴
客
人
米
斛
。
至
今
方
糴
得
坐
倉
并
倉

米
共
一
十
八
万
碩
、
比
之
去
歲
、
猶
少
一
十
万
碩
。

と
あ
る
。
臨
安
で
は
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
し
て
年
間
百
五
十
万
石
の

米
が
必
要
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
浙
路
か
ら
の
秋
苗
米
の

上
供
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
の
で
き
る
米
は
八
十
万
石
に
過
ぎ
ず
、
そ

の
余
の
七
十
余
万
石
は
客
商
の
将
来
す
る
米
を
省
倉
・
和
糴
場
で
和
糴

す
る
、
も
し
く
は
坐
倉
収
糴（

７
）に

よ
っ
て
補
填
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
続
き
に
「
今
に
至
り
方
に
糴
し
得
た
る
坐
倉
并
び
に

倉
米
共
に
一
十
八
万
碩
、
之
を
去
歲
に
比
ぶ
れ
ば
猶
お
一
十
万
碩
少
な

し
」
と
あ
る
。
こ
の
一
文
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
坐
倉
収
糴
に
よ
っ

て
調
達
さ
れ
る
米
、
及
び
倉
米
即
ち
省
倉
で
の
和
糴
に
よ
っ
て
調
達
さ

れ
る
米
の
合
計
は
十
八
万
石
で
あ
り
、
去
年
に
比
べ
て
十
万
石
少
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
省
倉
に
お
け
る
和
糴
の
定
額
は
年
間

三
十
五
万
五
千
石
も
し
く
は
三
十
六
万
石
で
あ
る
か
ら
、
坐
倉
収
糴
の

分
を
加
え
て
も
、
和
糴
に
よ
る
現
実
の
調
達
額
は
、
定
額
を
大
き
く
欠

い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

２　

欠
額
発
生
の
原
因

　
　

⑴　

自
然
災
害
に
伴
う
米
の
生
産
の
低
下

　

前
項
で
述
べ
た
よ
う
な
上
供
米
・
和
糴
米
の
欠
額
は
、
な
ぜ
生
じ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
上
供
米
に
欠
額
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
の
一
つ
と
し
て

指
摘
さ
れ
る
の
は
、
臨
安
へ
上
供
米
を
供
給
す
る
両
浙
路
・
江
東
路
が

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
米
の
生
産
が
低
下
し
、
秋
苗
米
の
徴
収
に

蠲
免
措
置
が
取
ら
れ
、
そ
の
結
果
上
供
米
も
減
額
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
両
浙
路
・
江
東
路
の
う
ち
、
臨
安
へ
最
も
多
額
の
上
供
米
を
供
給

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
浙
西
の
、
特
に
太
湖
周
辺
の
囲
田
地
帯
（
平
江

府
、
湖
・
常
・
秀
州
）
は
、
農
田
の
面
積
が
他
路
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

広
く
、
一
度
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
れ
ば
大
量
の
米
の
収
穫
が
可
能
と
な

り
、
い
わ
ゆ
る
「
蘇
湖
熟
す
れ
ば
天
下
足
る
」
の
状
況
が
出
現
し
た
。

し
か
し
囲
田
地
帯
で
は
、
年
ご
と
の
降
雨
量
の
変
動
が
大
き
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
水
利
施
設
が
未
整
備
な
た
め
、
頻
繁
に
水
害
・
旱
害
に
見

舞
わ
れ
、
二
、
三
年
に
一
度
し
か
収
穫
で
き
な
い
一
易
・
再
易
田
が
多

く
存
在
し
た
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
米
の
生
産
は
原
生
的
地
力

に
強
く
依
存
す
る
粗
放
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
不
安
定
で
あ
っ

た
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る（

８
）。

　

浙
西
が
災
害
に
襲
わ
れ
て
米
の
生
産
が
低
下
し
、
秋
苗
米
が
蠲
免
さ

れ
、
上
供
額
が
定
額
を
欠
い
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
と
し
て
『
宋
会

要
』
食
貨
四
〇
─
三
八
～
三
九
「
市
糴
糧
草
」、隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）

十
月
十
四
日
条
が
載
せ
る
侍
御
史
尹
穡
の
上
言
に

　
　

比
年
以
前
（
来
の
誤
り
？
）
禾
榖
豊
熟
、
苗
税
別
無
減
放
、
其
上

供
米
綱
亦
皆
依
時
起
発
、
猶
且
逐
界
省
倉
各
置
糴
場
、
坐
倉
收

糴
。
戸
部
又
別
置
和
糴
場
、
糴
至
五
六
十
万
碩
、
歲
計
僅
足
。
近

縁
今
夏
及
秋
雨
水
為
災
、
浙
西
州
県
多
損
民
田
、
東
圩
田
亦
因
水

衝
蕩
、
少
有
存
者
、
其
両
路
所
納
苗
米
除
減
放
外
、
必
不
及
分

数
。

と
あ
る
。
近
年
豊
作
の
た
め
秋
苗
米
は
蠲
免
さ
れ
ず
、
上
供
米
は
定
め



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

一
七

ら
れ
た
時
期
に
従
っ
て
臨
安
へ
発
送
さ
れ
、
ま
た
省
倉
で
も
坐
倉
収
糴

が
行
わ
れ
、
戸
部
も
和
糴
場
を
置
い
て
五
、
六
十
万
石
を
糴
し
て
い
る

の
で
歳
計
は
充
足
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
大
雨
に
よ
る
水
害
の
た
め
、
浙
西
の
州
県
の
民
田
、
江
東
の
圩
田

は
損
傷
を
受
け
て
お
り
、
収
穫
の
あ
る
田
は
少
な
く
、
両
浙
・
江
東
路

で
納
入
さ
れ
る
秋
苗
米
を
蠲
免
す
る
と
、
そ
の
残
り
で
は
上
供
分
を
充

足
で
き
な
く
な
る
、
即
ち
欠
額
が
生
じ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
紹
興

三
十
年
（
一
一
六
〇
）
か
ら
隆
興
二
年
に
か
け
て
、
両
浙
・
江
東
路
は

毎
年
水
害
に
襲
わ
れ
、
流
民
も
多
数
発
生
し
て
い
た（

９
）。
両
浙
路
の
う

ち
、
浙
西
に
お
け
る
秋
苗
米
の
蠲
免
率
は
総
じ
て
高
く
、
平
江
府
（
蘇

州
）
の
場
合
、
課
額
の
三
分
の
一
～
四
分
の
一
に
及
ぶ
ケ
ー
ス
が
あ
る

と
い
う
か
ら（

（1
（

、
そ
れ
に
伴
い
減
額
さ
れ
る
上
供
米
も
多
か
っ
た
筈
で
あ

る
。
こ
の
時
蠲
免
さ
れ
た
秋
苗
米
の
徴
収
額
、
減
額
さ
れ
た
上
供
米
の

額
は
不
明
で
あ
る
が
、
水
害
の
状
況
か
ら
見
て
か
な
り
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
の
事
例
と
し
て
『
皇
宋
中
興
両
朝
聖
政
』
巻
五
三
、
淳
煕
元

年
（
一
一
七
三
）
十
月
戊
辰
条
に

　
　

詔
、
紹
興
府
今
年
合
起
発
上
供
苗
米
四
万
三
千
五
百
石
、
特
与
蠲

放
。
以
守
臣
張
宗
元
言
諸
県
旱
傷
故
也
。

と
あ
り
、
浙
東
の
紹
興
府
が
淳
煕
元
年
に
発
送
す
べ
き
上
供
米

四
万
三
千
五
百
石
を
、
旱
害
の
た
め
蠲
免
し
た
と
見
え
て
い
る
。『
宋

史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
上
、
淳
煕
八
年
六
月
戊
午
条
に
は

　
　

戸
部
言
、
去
歳
両
浙
、
江
東
・
西
、
湖
北
、
淮
西
旱
傷
、
共
検
放

上
供
米
一
百
三
十
七
万
九
千
余
石
・
随
苗
経
総
頭
子
勘
合
等
銭
計

二
十
六
万
六
千
余
貫
。
詔
並
与
蠲
放
。

と
あ
り
、
両
浙
・
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
淮
西
路
が
旱
害
に
見
舞
わ
れ

た
た
め
、
上
供
米
百
三
十
七
万
九
千
余
石
・
随
苗
経
総
頭
子
勘
合
等
銭

二
十
六
万
六
千
余
貫
が
蠲
免
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
う
ち
両
浙
路
の
蠲

免
額
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
節
で
述
べ
た
通
り
、
数
万
石
か
ら
多

け
れ
ば
数
十
万
石
に
及
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
臨
安
へ
送
ら
れ
る

上
供
米
の
定
額
は
百
二
十
万
石
で
あ
る
か
ら
、
数
十
万
石
に
も
登
る
欠

額
は
大
き
な
損
失
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

　

ま
た
平
江
府
の
戸
部
和
糴
場
は
も
と
よ
り
、
臨
安
の
戸
部
和
糴
場
・

省
倉
で
買
い
上
げ
る
米
の
ほ
と
ん
ど
は
浙
西
で
生
産
さ
れ
、
客
商
に

よ
っ
て
和
糴
場
・
省
倉
へ
運
搬
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
和
糴
米
の
生
産

地
で
も
あ
る
浙
西
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
生
産
が
低
下
し
て
米
が
減
少

す
れ
ば
、
米
価
は
高
騰
し
て
和
糴
が
困
難
と
な
り
、
定
額
を
充
足
で
き

な
い
と
い
う
事
態
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
事
例
と

し
て
、
前
項
で
も
紹
介
し
た
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
四
〇
「
市
糴
糧

草
」、
乾
道
元
年
（
一
一
六
五
）
正
月
二
十
日
条
に
見
え
る
、
司
農
卿

張
宗
元
の
上
言
の
続
き
に
、
臨
安
の
省
倉
に
お
け
る
和
糴
に
関
し
て

「
自
今
米
価
愈
い
よ
高
く
、
縦
い
本
銭
常
年
に
比
べ
て
足
備
す
る
も
、

猶
お
浙
中
将
来
米
榖
の
数
少
な
く
、
收
糴
足
ら
ざ
る
を
慮
る
」
と
あ

る
。
こ
の
一
文
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
浙
西
か
ら
客
商
に
よ
っ
て
臨

安
へ
運
ば
れ
る
米
は
、
水
害
の
た
め
生
産
が
低
下
し
て
減
少
し
、
価
格

の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
た
と
え
本
銭
（
資
金
）
が
例
年
よ
り
多



一
八

く
て
も
、
和
糴
額
は
定
額
よ
り
も
不
足
す
る
、
即
ち
欠
額
が
生
じ
て
し

ま
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。

　

張
宗
元
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
四
〇
～
四
一
「
市
糴
糧
草
」、

乾
道
元
年
二
月
二
十
五
日
条
に
お
い
て
も

　
　

今
歳
米
価
、
比
之
常
年
増
加
両
倍
以
上
、
兼
浙
西
自
此
以
後
、
米

榖
日
少
、
必
艱
糴
及
遞
年
之
数
。

と
述
べ
、
や
は
り
浙
西
の
米
不
足
に
伴
う
米
価
の
騰
貴
と
、
そ
れ
に
よ

る
和
糴
の
欠
額
を
懸
念
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
和
糴
と
は
、
平
江
府

の
和
糴
場
ま
た
は
臨
安
の
和
糴
場
・
省
倉
で
行
わ
れ
る
和
糴
で
あ
ろ

う
。
両
浙
路
、
特
に
浙
西
に
お
い
て
、
災
害
に
よ
り
米
の
生
産
が
低
下

す
る
こ
と
は
、
上
供
米
・
和
糴
米
に
欠
額
を
も
た
ら
す
最
大
の
原
因
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
　

⑵　

有
力
者
の
不
正
行
為

　

上
供
米
の
欠
額
を
招
く
原
因
と
し
て
、
官
戸
・
形
勢
戸
等
の
有
力
者

が
は
た
ら
く
不
正
行
為
と
、
そ
れ
に
よ
る
秋
苗
米
徴
収
の
減
額
も
指
摘

さ
れ
る
。
不
正
行
為
の
具
体
例
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
詭
名
挾
戸
が
挙

げ
ら
れ
る
。
詭
名
挾
戸
と
は
南
宋
時
代
に
入
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
有

力
者
が
架
空
の
戸
を
立
て
、
自
ら
の
田
土
を
含
む
資
産
の
一
部
を
そ
の

戸
の
名
義
に
し
、
資
産
を
減
ら
し
て
戸
等
を
下
げ
、
税
負
担
を
軽
減
し

よ
う
と
す
る
こ
と
を
指
す
。
ま
た
架
空
の
戸
は
、
往
々
に
し
て
有
力
者

と
結
託
し
た
胥
吏
等
が
隠
蔽
し
て
税
籍
に
載
せ
な
い
た
め
、
課
税
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
不
正
行
為
に
よ
っ
て
税
収
は
減
少

し
、
上
供
額
の
欠
損
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て

『
要
録
』
巻
一
四
九
、
紹
興
十
三
年
六
月
戊
子
条
に
、
倉
部
員
外
郎
王

循
友
の
上
言
を
記
し
て

　
　

国
家
平
昔
漕
発
江
淮
荊
浙
六
路
之
粟
六
百
二
十
余
万
、
和
糴
之
数

又
在
其
外
。
而
近
歲
上
供
之
数
、
纔
二
百
八
十
余
万
、
除
淮
南
・

湖
北
凋
残
最
甚
、
蠲
放
之
外
、
両
浙
号
為
膏
腴
沃
衍
、
粒
米
充

羡
、
初
無
不
耕
之
土
、
而
較
之
旧
額
、
亦
虧
五
十
万
石
。
此
葢
税

籍
欺
隠
、
豪
強
巨
室
、
詭
名
挾
戸
、
多
端
以
害
之
也
。

と
あ
る
。
北
宋
時
代
の
上
供
米
の
定
額
は
六
百
二
十
余
万
石
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
二
百
八
十
余
万
石
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
を
挙
げ
る
な

ら
ば
、
淮
南（

（1
（

・
湖
北
路
は
戦
乱
に
よ
る
荒
廃
の
た
め
、
秋
苗
米
の
徴
収

が
蠲
免
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
一
方
両
浙
路
は
土
地
が
肥
沃
で
耕

作
さ
れ
て
い
な
い
土
地
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
豪
強
巨
室
が
税
籍

を
い
つ
わ
り
詭
名
挾
戸
を
行
う
た
め
、
秋
苗
米
の
徴
収
額
が
減
少
し
、

旧
額
と
比
べ
て
五
十
万
石
も
欠
損
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
上
言
が
な
さ
れ
た
の
は
金
と
の
間
に
和
議
が
締
結
さ
れ
た
紹

興
十
二
年
九
月
直
後
で
あ
り
、
戦
乱
が
よ
う
や
く
終
息
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。
和
議
が
締
結
さ
れ
る
以
前
に
は
、
有
力
者
が
戦
乱
に
乗
じ
て

詭
名
挾
戸
等
の
不
正
を
は
た
ら
く
こ
と
が
と
り
わ
け
多
か
っ
た
と
推
察

さ
れ
る（

（1
（

。

　

ま
た
有
力
者
に
よ
る
不
正
行
為
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
も
目
睹

さ
れ
る
。『
宋
会
要
』
食
貨
七
〇
─
六
四
「
賦
税
雑
録
」、
乾
道
七
年
九

月
十
一
日
条
に
臣
僚
の
言
と
し
て



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

一
九

　
　

夏
秋
二
税
輸
官
之
物
、
皆
上
供
合
起
之
数
、
謂
之
常
賦
。
今
有
形

勢
食
禄
之
家
積
年
不
納
、
専
候
郊
恩
、
覬
望
除
放
、
遂
致
上
供
愆

期
、
支
用
窘
闕
。
乞
今
後
上
三
等
及
形
勢
官
戸
応
合
納
税
租
、
雖

遇
恩
赦
、
不
在
除
放
之
限
。

と
あ
り
、
形
勢
戸
・
上
等
戸
が
二
税
を
納
入
せ
ず
、
郊
祀
の
際
の
恩
赦

に
よ
っ
て
未
納
分
を
蠲
免
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
上
供

米
の
発
送
が
期
限
よ
り
遅
れ
、
支
出
の
際
に
米
不
足
を
生
じ
さ
せ
て
い

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
未
納
分
に
対
し
蠲
免
措
置
が
取
ら
れ
れ
ば
追

徴
は
な
さ
れ
ず
、
そ
の
分
は
欠
額
と
し
て
確
定
し
、
上
供
米
の
定
額
に

欠
損
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
有
力
者
は
権
力
や
財
力
に

も
の
を
言
わ
せ
、
蠲
免
を
狙
っ
て
意
図
的
に
秋
苗
米
の
納
入
を
延
滞
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
上
供
米
の
主
た
る
供
給
地
で
あ
る
浙
西
で
は
、
有
力

者
に
よ
る
地
主
的
大
土
地
所
有
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
南
宋
時
代
に
な
る

と
有
力
者
の
経
営
す
る
荘
園
は
益
々
発
展
し
た
と
い
う（

（1
（

。
当
地
で
は
有

力
者
の
地
主
層
に
よ
る
不
正
と
そ
れ
に
起
因
す
る
秋
苗
米
徴
収
額
の
減

少
、
上
供
米
の
欠
額
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

⑶　

上
供
米
の
截
留
・
移
用

　

上
供
米
に
欠
額
を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、
地
方
官
に
よ
る
上
供

米
の
截
留
・
移
用
も
挙
げ
ら
れ
る
。
南
宋
で
は
軍
事
費
を
捻
出
す
る
た

め
、
総
じ
て
税
収
に
お
け
る
上
供
の
割
合
が
高
く
、
留
州
（
府
州
軍
や

県
の
経
費
）
は
低
く
抑
え
ら
れ
た
。
江
東
・
江
西
路
の
府
州
軍
や
県
で

は
両
税
の
場
合
、
徴
収
額
の
七
～
九
割
が
上
供
に
充
て
ら
れ
た
事
例
が

あ
る
。
一
方
、
両
浙
路
に
お
け
る
比
率
は
そ
れ
よ
り
低
く
、
六
～
七
割

程
度
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
で
も
高
率
で
あ
っ

た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
た
め
府
州
軍
や
県
で
は
経
費
を
捻
出

す
べ
く
、
加
耗
や
雑
税
を
徴
収
し
た
り
、
常
平
倉
米
・
義
倉
米
を
流
用

し
た
り
す
る
等
の
措
置
が
取
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
急
激
な
支
出
の
膨

張
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
た
時
に
は
、
そ
れ
ら
で
は
対
応
で
き
な
く
な

り
、
財
源
を
捻
出
す
る
た
め
、
上
供
銭
物
の
截
留
・
移
用
が
行
わ
れ

た
。

　

上
供
米
の
截
留
・
移
用
は
、
賑
恤
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
。
州
や
県
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
地
方
官
が
賑
恤
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
場
合
、
賑
恤
（
具
体
的
に
は
被
災
者
に
市

価
よ
り
も
安
く
米
を
販
売
す
る
賑
糶
、
も
し
く
は
無
償
で
米
を
支
給
す

る
賑
済
）
に
用
い
る
米
の
支
出
が
急
激
に
増
加
す
る
一
方
、
災
害
に

よ
っ
て
税
収
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
米
を
調
達
す
る
に
は
上
供
米
を

截
留
・
移
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
上
供
米
の
発
送
地
に

お
い
て
、
賑
恤
の
た
め
上
供
米
が
截
留
・
移
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
検
索
さ
れ
る
。『
宋
会
要
』
食
貨
六
八
─
六
六

「
賑
貸
」、
乾
道
五
年
四
月
十
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
江
東
路
の
饒

州
・
信
州
が
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
、
江
東
転
運
副
使
趙
彦
端
等
は

大
略
「
信
州
が
建
康
府
へ
送
る
べ
き
上
供
米
一
万
五
千
石
を
留
め
て
備

蓄
し
、
鎮
江
府
へ
送
る
べ
き
二
万
石
の
う
ち
、
一
万
石
を
や
は
り
信
州

に
留
め
て
備
蓄
し
、
残
り
一
万
石
は
饒
州
へ
送
っ
て
賑
済
に
備
え
る
。

ま
た
知
饒
州
黄
玠
が
箚
子
で
〔
饒
州
に
〕
備
蓄
さ
れ
て
い
る
米
二
万
石



二
〇

を
撥
し
て
賑
糶
の
補
助
と
し
た
い
と
述
べ
た
の
を
受
け
、
饒
州
が
〔
建

康
府
の
大
軍
の
も
と
へ
〕
送
る
べ
き
上
供
米（

（1
（

を
留
め
て
備
蓄
す
る
他
、

行
在
へ
送
る
べ
き
米
一
万
一
千
九
百
六
十
石（

（1
（

も
饒
州
に
留
め
、
そ
の
う

ち
一
万
石
を
取
撥
し
、
市
価
よ
り
も
減
じ
て
賑
糶
す
る
。
信
州
よ
り
米

一
万
石
が
送
ら
れ
て
く
る
の
を
待
っ
て
、〔
賑
糶
に
移
用
し
た
、
本
来
〕

上
供
す
べ
き
米
に
充
て
る
」
と
奏
請
し
て
お
り
、
饒
州
か
ら
臨
安
へ
上

供
す
る
米
約
一
万
二
千
石
を
截
留
し
、
賑
糶
に
充
て
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

上
供
米
を
軍
糧
米
に
充
て
る
た
め
、
截
留
・
移
用
す
る
と
い
う
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
。
端
平
二
年
（
一
二
三
五
）
よ
り
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
四
川

及
び
湖
北
・
京
西
方
面
へ
進
攻
し
た（

（1
（

が
、『
宋
史
』
巻
四
一
三
趙
与
懽

伝
を
見
る
と
嘉
煕
元
年
（
一
二
三
七
）、
知
臨
安
府
・
浙
西
安
撫
使
の

与
懽
は
辺
防
に
つ
い
て

　
　

禁
衛
虚
籍
及
京
口
諸
郡
、
悉
宜
募
兵
、
統
以
郡
将
、
財
先
贍
軍
、

余
始
上
供
。

と
上
言
し
て
い
る
。
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
禁
軍
の
欠
員
及
び
京
口

（
鎮
江
府
）
に
駐
屯
す
る
軍
を
補
充
す
る
た
め
、
兵
士
を
召
募
し
、
そ

の
養
軍
費
は
上
供
す
べ
き
財
を
充
て
、
余
り
が
出
れ
ば
上
供
せ
よ
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
鎮
江
府
は
両
浙
路
に
属
し
、
臨
安
へ
上
供
米
を

送
付
す
る
府
州
軍
の
一
つ
で
あ
る（

（1
（

が
、
臨
安
へ
送
る
べ
き
上
供
米
が
截

留
さ
れ
、
軍
糧
米
に
移
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
黄
震
の
『
慈
渓
黄
氏
日
抄
分
類
』
巻
九
六
「
安
撫
顕
謨
少
卿
孫

公
行
狀
」
に

　
　

明
年
、
改
元
景
定
、
差
権
浙
西
提
刑
兼
知
常
州
。
時
江
防
正
急
、

公
（
孫
子
秀
）
初
至
、
有
新
招
淮
軍
数
百
人
、
浮
寓
貢
院
、
給
餉

不
時
、
死
者
相
継
。
公
為
請
於
朝
、
創
名
忠
衛
軍
、
截
撥
上
供
贍

之
。

と
あ
り
、
景
定
元
年
（
一
二
六
〇
）、
権
浙
西
提
刑
兼
知
常
州
と
な
っ

た
孫
子
秀
は
中
央
に
請
い
、
上
供
〔
に
充
て
る
べ
き
米
や
銭
等
〕
を
截

撥
し
て
、
淮
南
方
面
で
新
た
に
召
募
さ
れ
た
忠
衛
軍
な
る
軍
隊
を
養
贍

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
宝
祐
五
年
（
一
二
五
七
）

か
ら
再
び
南
宋
に
対
す
る
大
規
模
な
遠
征
を
実
施
し
、
中
央
軍
が
四
川

へ
、
東
路
軍
は
華
北
か
ら
鄂
州
へ
と
進
攻
し
、
西
路
軍
は
雲
南
か
ら
鄂

州
に
向
け
北
上
し
た
。
東
路
軍
の
一
部
は
淮
水
下
流
の
荊
山
か
ら
長
江

下
流
を
目
指
し
、
黄
州
に
お
い
て
長
江
を
渡
り
、
江
西
・
湖
南
路
方
面

を
攻
略
し
て
い
る（

（2
（

。
右
の
史
料
に
「
江
防
正
に
急
」
と
あ
る
如
く
、
当

時
江
北
及
び
長
江
南
岸
部
一
帯
の
軍
備
増
強
・
防
衛
強
化
は
急
務
で

あ
っ
た
。
常
州
で
上
供
〔
銭
物
〕
が
截
留
さ
れ
、
淮
南
を
防
衛
す
る
新

設
部
隊
の
養
軍
費
に
移
用
さ
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
切
迫
し
た
状
況
を

背
景
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
る
た
め
、
行
在
へ
送
ら
れ
る
上

供
米
を
截
留
す
る
記
事
は
、
金
と
の
戦
争
状
態
が
続
き
、
国
境
地
帯
に

お
け
る
軍
糧
米
の
需
要
の
高
か
っ
た
南
宋
初
期
に
多
く
見
ら
れ
る（

（2
（

が
、

紹
興
十
二
年
に
和
議
が
締
結
さ
れ
る
と
一
旦
姿
を
消
す
。
し
か
し
十
三

世
紀
に
入
っ
て
金
・
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
の
戦
争
が
激
化
・
恒
常
化
し
、

兵
力
の
増
強
等
に
よ
り
国
境
に
お
け
る
軍
糧
米
の
需
要
が
増
大
す
る



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

二
一

と
、
両
浙
・
江
東
路
の
沿
江
部
の
府
州
軍
で
は
、
こ
の
よ
う
に
本
来
行

在
（
臨
安
）
へ
送
ら
れ
る
べ
き
上
供
米
が
截
留
さ
れ
、
軍
糧
米
に
移
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
再
び
増
え
た
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
截
留
・
移
用
は
、
こ
れ
ま
で
引
用
し
た
史
料
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
原
則
と
し
て
中
央
の
裁
可
を
得
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
か
っ
た

が
、
現
実
に
は
無
断
で
、
違
法
に
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
一

例
を
紹
介
す
る
と
『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
─
五
二
「
上
供
」、
紹
興

二
十
三
年
閏
十
二
月
二
十
二
日
条
に

　
　

戸
部
言
、
上
供
諸
色
窠
名
銭
物
、
在
法
不
得
支
兌
移
用
、
若
輒
擅

侵
支
、
各
有
專
一
断
罪
条
法
指
揮
。
比
年
以
来
、
州
軍
往
往
冒

法
、
軽
費
妄
用
。
乞
行
下
諸
路
監
司
、
常
切
検
察
、
遵
依
条
禁
、

若
有
違
戻
侵
借
、
除
依
法
断
罪
外
、
仍
乞
今
後
更
不
差
注
知
州
・

軍
差
遣
、
仍
乞
従
本
部
取
索
当
職
官
職
位
姓
名
、
供
申
尚
書
省
、

照
会
施
行
。

と
あ
る
。
上
供
銭
物
が
「
輒
り
に
擅
に
侵
支
」
さ
れ
、「
往
往
に
し
て

法
を
冒
し
、
費
を
軽
ん
じ
妄
り
に
用
い
」
ら
れ
る
、
即
ち
無
断
で
違
法

に
截
留
・
移
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
問
題
化
し
て
お
り
、
戸
部
は
そ
う

し
た
不
正
を
は
た
ら
く
地
方
官
を
探
し
出
し
、
尚
書
省
に
報
告
し
て
断

罪
し
、
今
後
知
州
・
知
軍
に
差
注
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
上
言
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

地
方
官
が
上
供
銭
物
を
「
妄
用
」
す
る
目
的
の
一
つ
と
し
て
、
羨
余

の
捻
出
が
挙
げ
ら
れ
る
。
羨
余
と
は
本
来
税
収
の
余
り
を
意
味
す
る
言

葉
で
あ
る
が
、
唐
代
以
降
、
地
方
官
が
恩
賞
や
昇
進
等
を
求
め
て
中
央

へ
進
献
す
る
財
貨
を
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方
官
に
よ
る
羨
余
の

進
献
は
、
北
宋
末
の
徽
宗
時
代
（
一
一
〇
〇
～
二
五
）
に
慢
性
化
し
、

南
宋
時
代
に
入
る
と
、
秦
檜
の
宰
相
時
代
に
と
り
わ
け
盛
ん
と
な
っ

た
。
紹
興
二
十
五
年
十
月
に
秦
檜
が
死
去
す
る
と
、
羨
余
の
献
上
は
禁

止
さ
れ
た（

（2
（

が
、
そ
の
風
潮
は
容
易
に
は
改
ま
ら
な
か
っ
た
如
く
で
、
羨

余
の
た
め
に
上
供
銭
物
が
移
用
さ
れ
、
欠
額
を
生
じ
さ
せ
た
こ
と
を
伝

え
る
事
例
が
検
索
さ
れ
る
。『
要
録
』
巻
一
七
二
、
紹
興
二
十
六
年
三

月
丙
寅
条
が
載
せ
る
両
浙
転
運
副
使
張
匯
の
上
言
に

　
　

州
郡
歳
額
諸
色
上
供
銭
物
、
皆
所
以
供
朝
廷
経
常
之
用
。
而
近
年

以
来
、
各
徇
私
意
、
将
合
発
窠
名
、
侵
移
名
色
、
以
充
羨
余
、
因

致
積
累
拖
欠
、
暗
損
賦
入
。
臣
伏
覩
近
制
、
灼
見
前
者
献
助
之

弊
、
已
行
禁
止
。
切
慮
循
習
之
久
、
未
能
頓
革
。
望
委
守
貳
、
将

諸
色
上
供
銭
物
、
並
遵
窠
名
、
不
得
仍
前
侵
移
。
或
有
違
戻
、
令

逐
路
漕
臣
按
劾
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
両
浙
路
の
州
郡
で
は
禁
令
を
犯
し
て
上
供
銭
物

を
流
用
し
、
羨
余
と
し
て
献
納
す
る
た
め
、
上
供
銭
物
の
欠
損
を
招
い

て
い
る
、
上
供
銭
物
の
羨
余
へ
の
移
用
を
改
め
て
禁
止
し
、
そ
う
し
た

不
正
が
あ
れ
ば
諸
路
の
転
運
司
に
弾
劾
さ
せ
よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

秦
檜
の
宰
相
時
代
に
は
、
上
供
銭
物
の
羨
余
へ
の
移
用
は
相
当
活
発
に

行
わ
れ
て
い
た
と
見
な
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
─
五
五
「
上
供
」、
隆
興
元
年
十
二

月
二
十
七
日
条
に

　
　

詔
、
諸
路
州
軍
歳
起
上
供
銭
物
、
例
有
拖
欠
、
監
司
・
郡
守
却
以



二
二

羨
余
進
献
、
僥
冒
賞
典
。
可
令
戸
部
行
下
諸
路
州
軍
、
今
後
上
供

銭
物
、
須
管
依
限
起
発
数
足
、
如
数
目
未
足
、
輒
行
率
斂
進
献
、

仰
本
部
按
劾
以
聞
。

と
あ
る
。
右
の
詔
は
、
上
供
銭
物
に
欠
額
が
生
じ
て
い
る
の
に
監
司
や

郡
守
が
羨
余
を
進
献
し
、
見
返
り
に
恩
典
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
、
今

後
欠
額
が
生
じ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
〔
銭
物
を
〕
収
奪
し
、
か
き

集
め
て
〔
羨
余
と
し
て
〕
進
献
し
た
な
ら
、
戸
部
に
仰
せ
て
弾
劾
以
聞

せ
よ
、
と
の
内
容
で
あ
る
。
上
供
銭
物
を
直
接
移
用
し
た
と
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
地
方
官
が
羨
余
の
調
達
に
奔
走
す
る
あ
ま
り
、
肝
心
の

上
供
銭
物
の
調
達
、
定
額
の
充
足
が
疎
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
の
頃
に
な
っ
て
も
、
羨
余
が
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
上
供
銭
物
の
欠

額
を
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
　

⑷　

漕
運
に
従
事
す
る
人
々
に
よ
る
盗
売

　

臨
安
で
必
要
と
す
る
物
資
の
多
く
は
、
上
供
米
を
含
め
て
、
両
浙
路

を
臨
安
へ
通
じ
る
運
河
を
用
い
た
漕
運
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
。
上
供
米

の
欠
額
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
し
て
、
上
供
米
の
漕
運
に
従
事
す
る
押

綱
官
（
管
押
人
）・
胥
吏
・
兵
梢
・
綱
梢
（
梢
工
）
等
が
漕
運
の
途
中

で
は
た
ら
く
不
正
行
為
、
具
体
的
に
は
上
供
米
の
盗
売
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
も
そ
も
上
供
米
を
漕
運
に
よ
っ
て
輸
送
す
る
過
程
に
お
い
て
、

五
％
程
度
の
目
減
り
は
や
む
を
得
な
い
と
認
識
さ
れ
て
い
た（

（2
（

が
、
上
記

の
人
々
、
特
に
押
綱
官
（
綱
船
の
監
督
官
）
を
つ
と
め
る
武
臣
（
使

臣
）
の
盗
売
に
よ
る
欠
損
は
、
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ

り
、
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
問
題
で
あ
っ
た
。

　

押
綱
官
に
使
臣
が
多
く
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
北
宋
の

熙
寧
年
間
（
一
〇
六
八
～
七
七
）
以
降
で
あ
り
、
南
宋
時
代
に
入
る

と
、
押
綱
官
の
使
臣
に
よ
る
不
正
は
、
上
供
銭
物
の
漕
運
全
般
に
お

い
て
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る（

（2
（

。
既
に
前
項
で
一
度
引
用
し
た

史
料
で
あ
る
が
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
一
「
宋
漕
運
」、
乾
道
八

年
正
月
一
日
条
に
、
臨
安
へ
上
供
さ
れ
る
べ
き
乾
道
五
・
六
年
の
銭
物

に
は
銭
二
万
四
千
九
十
四
貫
・
米
五
万
一
千
八
百
九
十
三
石
・
馬
料

四
千
五
百
六
十
九
石
の
欠
額
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の

続
き
に
は

　
　

皆
縁
所
募
押
官
多
無
行
止
、
非
理
妄
用
、
致
綱
運
敗
壊
、
積
弊
日

深
。
若
不
措
置
、
慮
暗
失
歳
計
。

と
あ
っ
て
、原
因
は
雇
募
さ
れ
る
押
綱
官
が
素
行
不
良
（「
行
止
無
し
」）

で
、
上
供
米
を
「
非
理
に
妄
用
」
す
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。「
非
理

妄
用
」
と
は
、
や
は
り
上
供
米
の
盗
売
を
指
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ

る
。
同
書
食
貨
四
四
─
一
一
「
宋
漕
運
」、
乾
道
四
年
三
月
二
十
四
日

条
所
載
の
臣
僚
の
言
に
も

　
　

浙
西
湖
秀
・
蘇
・
常
・
鎮
江
・
江
陰
六
州
歲
輸
上
供
米
、
若
令
遂

州
選
委
官
兵
自
行
裝
発
、
運
之
平
河
、
刻
日
可
到
。
向
来
漕
司
迺

籍
無
顧
藉
人
為
押
綱
使
臣
、
積
累
欠
折
、
已
無
可
償
。
又
令
自
招

游
手
為
兵
梢
、
支
破
廂
軍
衣
糧
、
毎
遇
欠
折
、
即
将
名
下
日
後
衣

糧
預
行
樁
剋
、
名
為
折
会
。
夫
以
無
顧
藉
之
官
、
部
無
衣
糧
之

卒
、
使
之
護
送
官
物
、
殆
猶
餓
虎
守
肉
、
責
以
不
啖
、
其
可
乎
。
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二
三

と
あ
り
、
浙
西
の
湖
州
・
秀
州
・
蘇
州
（
平
江
府
）・
常
州
・
鎮
江
府

か
ら
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
は
、
転
運
司
が
「
顧
藉
な
き
人
」、
即

ち
欲
が
深
く
、
不
当
に
利
を
求
め
る
よ
う
な
輩
を
押
綱
の
使
臣
と
し
て

い
る
た
め
、
上
供
米
の
欠
額
が
累
積
し
て
い
る
と
見
え
て
い
る（

（2
（

。
ま
た

こ
の
史
料
か
ら
は
、
游
手
を
招
募
し
て
兵
梢
と
し
、
廂
軍
に
支
払
う
べ

き
衣
料
を
給
与
と
し
て
支
払
う
と
し
て
お
き
な
が
ら
、
現
実
に
は
そ
れ

が
支
払
わ
れ
な
い
た
め
、
彼
ら
は
不
払
い
分
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
、

押
綱
官
と
と
も
に
上
供
米
の
盗
売
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る（
（2
（

。

　

な
お
盗
売
が
行
わ
れ
た
の
は
漕
運
の
途
中
だ
け
で
な
か
っ
た
。『
宋

会
要
』
食
貨
四
四
─
一
五
「
宋
漕
運
」、
嘉
泰
三
年
（
一
二
〇
三
）
三

月
二
十
七
日
条
に

　
　

臣
僚
言
、
司
農
寺
支
遣
急
闕
、
常
是
申
時
（
請
の
誤
り
）
朝
廷
借

撥
、
而
浙
西
・
江
東
等
州
綱
運
率
多
淹
延
、
掯
期
而
至
、
綱
官
与

本
寺
逐
倉
人
相
通
、
偸
窃
夾
雑
。

と
あ
り
、
浙
西
・
江
東
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
上
供
銭
物
が
臨
安
へ
到
着

し
た
後
に
、
押
綱
官
が
省
倉
等
の
胥
吏
と
結
託
し
て
銭
物
を
盗
み
出

し
、
欠
損
分
を
埋
め
合
わ
せ
る
た
め
雑
物
を
混
ぜ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　

因
み
に
臨
安
へ
上
供
米
を
輸
送
す
る
た
め
、
船
戸
（
漕
運
業
者
・
客

商
）
か
ら
輸
送
船
（
客
船
）
を
雇
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た

が
、
船
戸
に
対
す
る
水
脚
銭
の
不
払
い
が
上
供
米
の
欠
額
に
つ
な
が
る

こ
と
も
あ
っ
た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
二
一
「
宋
漕
運
」、
紹
興
五

年
十
一
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
本
来
船
戸
に
水
脚
銭
を
支
給
す
る

に
際
し
て
は
、
先
に
七
分
を
支
給
し
、
残
り
三
分
は
上
供
米
を
積
み
込

ん
だ
州
県
に
補
償
金
と
し
て
保
管
し
て
お
き
、
上
供
米
に
欠
損
が
出
た

場
合
、
船
戸
に
こ
の
三
分
の
中
か
ら
補
填
さ
せ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
両
浙
路
の
州
県
で
は
、
補
償
金
の
三
分
を
他
の
使
途
に

流
用
し
て
し
ま
う
た
め
、
船
戸
は
欠
損
を
出
さ
な
か
っ
た
に
も
か
か
ら

わ
ず
、
差
し
引
か
れ
た
三
分
を
支
給
さ
れ
ず
、
ひ
そ
か
に
上
供
米
を
盗

売
し
て
不
払
い
分
を
補
填
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
上
供
米

の
欠
額
は
「
大
数
に
縁
り
之
を
計
う
れ
ば
、
失
陥
少
な
か
ら
ず
、
若
し

別
に
擘
画
を
作
さ
ず
ん
ば
、
暗
か
に
省
計
を
失
う
を
深
く
恐
る
」
と
い

う
程
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
対
策
と
し
て
、
水
脚
銭
は
全
額
船
戸
に
支
払

い
、
欠
額
が
出
れ
ば
押
綱
官
、
さ
ら
に
は
司
農
寺
・
両
浙
転
運
司
が
補

填
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
規
定
は
遵
守
さ
れ
ず
、
同
書
食
貨
四
四
─
一
七

「
宋
漕
運
」、
嘉
定
九
年
（
一
二
一
六
）
五
月
二
十
三
日
条
に
は
司
農
少

卿
趙
希
遠
の
上
言
と
し
て

　
　

七
分
銭
既
不
全
支
、
船
戸
路
費
多
是
盗
過
米
斛
、
三
分
銭
又
不
解

到
、
勒
其
陪
備
、
無
所
取
償
。

と
あ
る
。
当
時
補
償
金
に
充
て
ら
れ
る
三
分
が
上
供
米
を
積
み
込
ん
だ

州
県
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
お
ら
ず
、
上
供
米
に
欠
損
が
生
じ
た
場
合
に

補
填
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
船
戸
は
欠
損
を
出
さ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
分
を
支
給
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
筈
で
あ

り
、
そ
う
し
た
船
戸
は
上
供
米
を
盗
売
し
て
そ
の
分
を
穴
埋
め
し
た
で



二
四

あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
こ
の
記
事
に
は
、
船
戸
に
当
初
支
払
う
べ
き

七
分
の
水
脚
銭
も
全
額
支
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
船
戸
は
不
足
分
を
埋
め

合
わ
せ
る
た
め
上
供
米
を
盗
売
し
て
い
る
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
頃
に

な
る
と
、
船
戸
へ
の
水
脚
銭
不
払
い
に
伴
う
上
供
米
の
盗
売
は
、
紹
興

年
間
よ
り
も
む
し
ろ
増
大
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　
　

⑸　

運
河
航
行
の
障
害

　

臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
に
欠
額
が
発
生
す
る
原
因
と
し
て
、
浙
西

か
ら
臨
安
へ
通
じ
る
大
運
河
（
上
塘
河
）・
下
塘
河
・
奉
口
河
、
浙
東

か
ら
臨
安
へ
通
じ
る
浙
東
運
河
等
に
お
い
て
、
水
位
の
低
下
に
よ
っ
て

綱
船
の
航
行
に
支
障
が
生
じ
（「
浅
渋
」
の
他
に
「
浅
涸
」「
淤
塞
」
等

と
表
現
さ
れ
る
）、
そ
の
結
果
上
供
米
が
臨
安
へ
到
達
し
な
い
、
或
い

は
到
達
が
遅
延
す
る
、
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。

　

南
宋
時
代
に
お
い
て
、
臨
安
へ
通
じ
る
運
河
の
水
位
が
低
下
し
、
船

舶
の
航
行
を
妨
げ
て
い
る
事
例
を
諸
史
料
か
ら
収
集
し
て
整
理
す
れ

ば
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
運
河
を
特
定
で
き
な

い
も
の
も
あ
る
が
、
浅
渋
の
問
題
は
大
運
河
（
№
６
・
８
・
９
の
記

事
）
の
他
、
下
塘
河
・
奉
口
河
で
も
生
じ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
№
７
・
11
の
記
事
）。
大
運
河
で
は
ほ
ぼ
全
域
で
浅
渋
の
問
題
が
見
ら

れ
た（

（2
（

。
な
お
№
３
・
４
・
９
の
記
事
に
は
、
浅
渋
に
よ
り
綱
船
の
航
行

（
綱
運
）
が
渋
滞
し
た
り
、
遠
回
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
し
た
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
事
例
以
外
に
も
、
運
河
の
浅
渋
が

問
題
化
し
た
時
に
は
、
当
然
の
如
く
綱
船
の
航
行
に
支
障
が
生
じ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
運
河
の
水
量
は
冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
減
少
し
、
ま
た

こ
の
時
期
に
は
河
水
が
凍
結
す
る
場
合
も
あ
り
、
綱
船
の
航
行
は
困
難

に
な
っ
た
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
水
位
の
低
下
と
、
そ
れ
に
伴
う

綱
船
の
航
行
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻

二
五
三
「
水
利
」
所
載
の
、
淳
煕
九
年
に
な
さ
れ
た
知
常
州
章
沖
の
上

奏
に
「
毎
歳
冬
春
の
交
、
重
綱
及
び
使
命
（
宋
・
金
の
使
節
）
の
往

来
、
多
く
浅
涸
に
苦
し
む
」
と
あ
る
。
ま
た
表
１
№
11
の
記
事
の
よ
う

な
、
夏
の
日
照
り
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
の
他
、
堤
防
の
決
壊
や
水
利
施

設
の
損
壊
等
に
伴
う
河
水
の
漏
泄
、
地
形
の
影
響
（
高
所
か
ら
低
所
へ

河
水
が
流
れ
落
ち
て
し
ま
う
）
等（

（2
（

も
運
河
の
水
位
を
低
下
さ
せ
、
綱
船

の
航
行
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

水
位
の
低
下
に
よ
り
綱
船
が
臨
安
へ
到
達
で
き
な
か
っ
た
り
、
到
達

が
遅
れ
た
り
す
れ
ば
、
上
供
米
に
は
欠
額
が
生
じ
、
俸
給
米
・
軍
糧

米
を
支
払
う
際
、
米
不
足
に
陥
る
可
能
性
も
出
て
く
る
。『
要
録
』
巻

一
五
八
、
紹
興
十
八
年
九
月
丙
申
条
が
載
せ
る
、
司
農
寺
丞
周
荘
仲
の

省
倉
に
関
す
る
上
言
中
に
「
行
在
の
歳
支
す
る
軍
糧
百
五
十
万
石
、
惟

だ
中
下
両
界
の
厫
房
多
か
ら
ず
、
春
冬
の
凍
涸
に
遇
え
ば
綱
運
行
わ
れ

ず
、
則
ち
不
継
の
患
い
有
り
」
と
見
え
る
。
臨
安
に
お
い
て
軍
糧
米
を

収
納
す
る
省
倉
中
界
・
下
界（

（2
（

の
厫
房
（
貯
蔵
室
）
の
数
が
少
な
く
、
米

の
貯
蔵
量
が
多
く
な
い
た
め
、
冬
～
春
期
に
運
河
の
河
水
が
凍
結
し
て

綱
船
の
航
行
が
困
難
に
な
り
、
上
供
米
が
届
か
な
く
な
る
と
、
省
倉
の

貯
蔵
米
が
減
り
、
軍
糧
米
が
支
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
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表１　臨安へ通じる運河の状況

№ 年号 年 西暦 月 日 運　　河　　の　　状　　況 出　　典

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

紹興

隆興

淳煕

嘉泰

嘉定

嘉煕

淳祐

３

16

29

元

２

14

元

６

４

７

1133

1146
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宰臣、〔浙西の〕運河の浅渋を修復するを奏聞
す。宰臣朱勝非等奏して曰く「饋餉が困難で
あり、害をなすこと甚だしい」と。

時に北関（余杭門）の外、河道堙塞す。

権戸部侍郎兼提領諸路鋳銭趙令詪奏すらく「行
在の銭糧は全て舟楫に仰ぎ、而るに〔大運河
の〕河水浅渋し、綱運を留滞す」と。

上曰く「この頃〔浙西の運河の〕河流浅渋し、
綱運稽緩す」と。

詔すらく「臨安府は近ごろ〔運河の〕河道浅
渋に縁り、客米の興販未だ至らず、深く民庶
の艱食するを慮る」と。

両浙転運副使趙磻老上言すらく「臨安府の長
安閘より許村に至る一帯は漕河（大運河）浅
渋す」と。

臣僚上言すらく「臨安の北新橋から湖州の奉
口に至る36里、断港絶横することこれより甚
だしきはなし」と。

臣僚上言すらく「鎮江府の運河は歳月久しく
開濬を加えず、目今河道淤塞浅澱し、害を為
すこと小さからず」と。

臣僚上言すらく「比年以来、鎮江の閘口は河
道が浅渋となり、復た舟を通さず。綱船は長
江をさらに下り、江陰軍のところから五瀉堰
を経由して大運河に入らなければならない。
このルートだと遠回りになるだけでなく、長
江は鎮江府から下流は船舶が停泊する場所が
なく、水勢も激しく、一たび強い風や波に遭
遇すれば、船舶は皆破壊されてしまう」と。

臨安の飢餓に関する杜範の上奏「夏の初めよ
り秋の終わりに至り、小雨僅かに沾濡を成す
のみ……〔浙西からの〕河運通ぜず、斗米
十千に至るも高騰を続け、京城の細民食を得
る所なし」と。

大旱により臨安城外の運河が干上がったため、
知臨安府の趙与籌奏すらく「……下塘河のう
ち東流して北新橋に至るものは今すでに断流
し、米を載せた船は航行することができない。
徳清より奉口に入るもの（奉口河）も、間々
積水の場所が有るが、また流れは断たれてい
る。陸路を通じ、米１石を10余貫も費やして
運んでいるため、そのことが米価の高騰を招
いている。……奉口より梁渚に至り、僅かに
一線の水路があるが、ただ10余石の米を載せ
た船を通すことができるだけである。梁渚よ
り北新橋に至る間は〔水は〕皆干涸れてしま
い、計36里、5539丈にわたって船が通行でき
ない」と。
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二
六

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

ま
た
上
供
米
の
漕
運
に
関
す
る
事
例
で
は
な
い
が
、『
宋
会
要
』
食

貨
六
八
─
八
五
「
賑
貸
」、
淳
煕
十
四
年
七
月
十
七
日
条
に
次
の
よ
う

な
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
浙
西
提
挙
羅
点
は
、
旱
害
に
見
舞

わ
れ
た
秀
州
に
お
い
て
、
和
糴
に
よ
り
米
二
万
一
千
石
を
調
達
し
、
臨

安
へ
発
送
し
よ
う
と
し
た
が
、
運
河
（
大
運
河
）
の
水
位
が
低
下
し
て

船
が
航
行
で
き
ず
、
二
十
日
間
も
停
泊
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
間
に
和
糴
米
が
綱
梢
に
よ
っ
て
盗
売
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
羅
点
は

こ
の
米
を
臨
安
へ
送
ら
ず
、
平
江
府
和
糴
場
に
備
蓄
し
、
秀
州
で
行
う

賑
恤
に
備
え
た
い
、
と
奏
請
し
て
裁
可
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら

く
上
供
米
の
漕
運
に
お
い
て
も
、
運
河
が
航
行
で
き
ず
、
綱
船
が
停
泊

し
て
い
る
間
に
、
上
供
米
が
盗
売
さ
れ
て
減
少
し
た
り
、
臨
安
へ
送
ら

れ
な
い
ま
ま
、
上
供
以
外
の
使
途
に
移
用
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
態
が
起

こ
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

運
河
の
水
位
が
低
下
し
て
船
舶
の
航
行
に
支
障
が
生
じ
れ
ば
、
綱
船

だ
け
で
な
く
、
戸
部
和
糴
場
や
省
倉
で
和
糴
さ
れ
る
米
を
運
送
す
る
客

商
の
船
も
臨
安
へ
到
達
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
到
達
が
遅
れ
た
り
す

る
。
そ
れ
故
表
１
の
№
５
・
10･

11
の
記
事
の
如
く
、
臨
安
に
お
い
て

米
が
減
少
し
、
価
格
が
高
騰
す
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
。
こ
う
し

て
和
糴
が
困
難
に
な
れ
ば
、
和
糴
米
に
も
欠
額
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る
。
南
宋
時
代
に
は
、
都
へ
の
上
供
米
・
和
糴
米
の
漕
運
距
離
は
北
宋

時
代
よ
り
も
は
る
か
に
短
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
以
上
に
見
て
来
た
通

り
、
漕
運
に
絡
ま
る
問
題
は
多
数
発
生
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

⑹　

上
供
米
の
他
地
へ
の
転
送

　

臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
に
欠
額
が
生
じ
る
原
因
と
し
て
、
本
来
臨

安
へ
送
ら
れ
る
べ
き
上
供
米
の
一
部
が
他
の
場
所
、
特
に
国
境
地
帯
へ

転
送
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
点
も
指
摘
さ
れ
る
。『
歴
代
名
臣
奏
議
』

巻
二
七
二
「
理
財
」
が
載
せ
る
、
駕
部
員
外
郎
の
李
鳴
復
が
嘉
定
二
、

三
年
頃
に
行
っ
た
と
見
ら
れ
る（

（3
（

、
臨
安
に
お
け
る
米
の
備
蓄
の
必
要
性

を
説
い
た
上
奏
の
一
節
に

　
　

…
…
最
可
慮
者
、
江
西
・
湖
南
粒
米
狼
戻
之
地
、
昔
号
楽
土
。
今

為
盗
区
、
虎
豹
横
行
、
鴻
鴈
未
集
、
賦
輸
不
入
、
綱
運
転
虧
、
諸

総
所
以
匱
乏
、
告
嘗
截
大
農
之
綱
、
以
周
其
急
矣
。
寇
賊
未
平
、

漕
運
未
至
、
則
其
告
匱
、
必
不
能
自
已
也
。
農
寺
以
貼
降
、
請
嘗

撥
樁
管
之
数
、
以
償
其
虧
矣
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
当
時
江
西
・
湖
南
路
は
盗
区（

（3
（

と
な
り
、
騒
乱

に
よ
り
農
民
は
離
散
し
て
税
収
が
減
少
し
、
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧

米
に
充
て
ら
れ
る
上
供
米
の
両
路
か
ら
の
輸
送
に
欠
額
が
生
じ
て
い
る

の
で
、
大
農
の
綱
、
即
ち
臨
安
へ
送
ら
れ
る
戸
部
管
下
の
上
供
米
を
転

送
し
て
補
填
し
て
欲
し
い
、
と
総
領
所
が
要
請
し
た
。
そ
こ
で
司
農
寺

は
臨
安
へ
送
る
べ
く
保
管
し
て
あ
る
上
供
米
を
撥
し
て
転
送
し
、
補
填

に
充
て
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
因
み
に
江
西
・
湖
南
路
か
ら
国
境
地

帯
の
軍
隊
へ
上
供
米
を
調
達
・
送
付
し
て
い
た
の
は
淮
西
・
湖
広
総
領

所
で
あ
る（

（3
（

。
ま
た
右
の
史
料
は
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
保
管
場
所

を
記
し
て
い
な
い
が
、
両
浙
路
・
江
東
路
の
い
ず
れ
か
も
し
く
は
両
方

の
府
州
軍
で
あ
っ
た
ろ
う
。



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

二
七

　

二　

省
倉
の
収
支
に
お
け
る
米
不
足
と
そ
の
補
填
策

　

１　

米
不
足
の
発
生

　

臨
安
の
省
倉
に
お
い
て
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
し
て
毎
年
支
払
わ
れ

る
米
の
額
は
、
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
初
め
ま
で
は
お
よ
そ

百
五
十
万
石
、
毎
月
あ
た
り
十
二
万
五
千
石
程
度
と
見
ら
れ
る（

（3
（

。
即
ち

上
供
米
だ
け
で
は
、
た
と
え
定
額
（
百
十
二
万
石
）
を
充
た
し
て
い
て

も
支
払
い
を
全
う
で
き
ず
、
そ
れ
故
政
府
は
補
填
の
た
め
臨
安
・
平
江

府
の
戸
部
和
糴
場
、
臨
安
の
省
倉
に
お
い
て
、
毎
年
計
七
十
五
万
五
千

（
七
十
六
万
）
石
の
米
を
和
糴
し
た
の
で
あ
る
。
上
供
額
に
和
糴
額
を

加
え
た
百
八
十
七
万
五
千
（
百
八
十
八
万
）
石
が
、
臨
安
に
お
け
る
俸

給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
に
充
て
ら
れ
る
米
の
額
で
あ
り（

（3
（

、
上
供
米
・

和
糴
米
が
各
々
定
額
を
充
足
し
て
い
れ
ば
、
支
払
い
に
問
題
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
浙
西
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
等
に
よ
り
、
上
供
米
・
和
糴

米
に
多
額
の
欠
損
が
生
じ
て
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
額
を
下
回

り
、
不
足
分
を
省
倉
の
貯
蔵
米
で
補
填
で
き
な
け
れ
ば
、
支
払
い
は
不

可
能
と
な
る
。

　

ま
た
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
額
は
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い

増
大
し
て
い
っ
た
。『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
二
七
一
「
理
財
」
が
載
せ

る
、
司
農
卿
李
椿
が
乾
道
～
淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
に
行
っ

た
と
見
ら
れ
る
上
奏（

（3
（

は
、
省
倉
の
収
支
や
備
蓄
米
の
状
況
を
伝
え
る

が
、
そ
の
中
に
省
倉
の
支
出
に
つ
い
て

　
　

臣
窃
以
、
行
朝
天
下
之
根
本
、
贍
養
諸
軍
・
百
司
、
月
用
米

十
四
万
五
千
碩
、
歳
用
百
七
十
万
碩
、
有
閏
月
百
八
十
八
万
余

碩
、
若
有
非
泛
及
截
用
、
便
費
二
百
万
碩
。
今
来
倉
廩
空
乏
、
至

于
每
月
旋
営
支
遣
、
臣
到
官
之
初
、
会
計
所
有
至
微
、
為
之
寒

心
。

と
あ
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
額
は
毎
月

十
四
万
五
千
石
、
年
間
で
百
七
十
万
～
百
八
十
万
石
以
上
に
膨
張
し
、

時
に
は
二
百
万
石
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
上
供
米
・

和
糴
米
が
定
額
を
充
た
し
て
い
て
も
、
支
払
い
額
が
そ
れ
を
上
回
る
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
の
で
あ
り
、
収
入
の
不
足
を
省
倉
の
貯
蔵
米
で

補
填
で
き
な
け
れ
ば
、
支
払
い
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に

上
供
米
・
和
糴
米
の
欠
額
が
加
わ
れ
ば
、
不
足
は
増
大
し
、
省
倉
の
貯

蔵
米
に
よ
る
補
填
は
一
層
困
難
に
な
り
、
支
払
い
不
能
に
陥
る
リ
ス
ク

は
さ
ら
に
高
ま
る
。

　

因
み
に
右
の
李
椿
の
上
奏
は
楊
万
里
『
誠
斎
集
』
巻
一
一
六
李
侍
郎

伝
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
省
倉
の
見
米
、
僅
か
に
一

月
或
い
は
両
月
を
支
え
る
の
み
」
と
あ
り
、『
宋
会
要
』
職
官
二
六
─

二
二
「
司
農
寺
」、
慶
元
四
年
（
一
一
九
八
）
十
月
三
日
条
に
は
臨
安

に
お
け
る
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
に
つ
い
て
「
近
年
以
来
、
乃
ち

日
び
不
足
の
慮
有
り
、
諸
倉
の
約
支
、
月
を
兼
ね
る
あ
た
わ
ず
、
官
吏

惶
惶
と
し
、
毎
に
乏
し
き
の
興
る
を
懼
る
」
と
あ
る
。
右
の
諸
倉
と
は

省
倉
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
貯
蔵
額
は
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
額
の
僅

か
二
ヶ
月
分
に
も
満
た
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
に
よ

れ
ば
、
省
倉
の
貯
蔵
米
は
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
額
の
一
ヶ
月
～



二
八

二
ヶ
月
分
、
一
ヶ
月
十
二
万
五
千
～
十
四
万
五
千
石
と
す
れ
ば
せ
い
ぜ

い
十
二
、
三
万
石
～
三
十
万
石
弱
に
過
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
毎
月
の
省
倉
の
収
支
に
お
け
る
不
足
が
四
～
五
万
石
と
い
う
状
態

が
続
け
ば
、
三
ヶ
月
～
半
年
で
俸
給
米
・
軍
糧
米
は
支
払
い
不
能
に
陥

る
こ
と
と
な
る
。
政
府
に
と
っ
て
、
省
倉
の
収
支
に
お
け
る
米
不
足
を

ど
の
よ
う
に
補
填
す
る
か
は
、
頗
る
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で

は
政
府
が
実
施
し
た
補
填
策
に
対
し
、
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

２　

米
不
足
の
補
填
策

　
　

⑴　

江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
か
ら
の
上
供
米
・
和
糴
米
の
輸
送

　

米
不
足
を
補
填
す
る
た
め
に
取
ら
れ
た
の
は
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉

に
お
け
る
和
糴
の
増
額
及
び
坐
倉
収
糴
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
宋

会
要
』
食
貨
六
四
─
五
三
「
上
供
」、
紹
興
二
十
八
年
（
一
一
五
八
）

五
月
十
二
日
条
に
見
え
る
尚
書
駕
部
郎
中
張
宗
元
の
上
言
に

　
　

比
年
以
来
、
諸
路
発
納
米
斛
数
少
、
朝
廷
不
免
将
諸
路
糴
本
湊
額

銭
赴
行
在
和
糴
場
及
三
路
総
領
司
、
收
糴
米
斛
、
補
助
支
遣
。

と
あ
り
、
諸
路
か
ら
送
ら
れ
る
上
供
米
が
少
な
い
の
で
、
諸
路
の
糴
本

銭
を
集
め
て
臨
安
の
戸
部
和
糴
場
及
び
総
領
所
へ
送
り
、
和
糴
を
増
額

し
て
支
出
を
補
填
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
で
和
糴
さ
れ
る
米
の
多
く
は
、
既
に
述

べ
た
如
く
浙
西
で
生
産
さ
れ
、
客
商
に
よ
っ
て
臨
安
へ
運
ば
れ
る
米
で

あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
当
地
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
米
の
生
産
が
低
下
す

れ
ば
、
和
糴
の
増
額
は
不
可
能
に
な
る
。
そ
こ
で
両
浙
・
江
東
路
以
外

の
路
、
即
ち
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
に
お
い
て
和
糴
さ
れ
、
国
境
地
帯

の
軍
隊
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
米
や
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
か
ら
国
境

地
帯
の
軍
隊
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
一
部
を
臨
安
へ
輸
送
し
、

米
不
足
を
補
填
す
る
と
い
う
措
置
が
企
図
さ
れ
た
。『
宋
会
要
』
食
貨

四
〇
─
三
九
「
市
糴
糧
草
」、
隆
興
二
年
（
一
一
六
四
）
十
月
十
四
日

条
が
載
せ
る
、
侍
御
史
尹
穡
の
上
言
に
は
、
既
に
前
節
で
紹
介
し
た
通

り
、
当
時
浙
西
及
び
江
東
路
が
水
害
を
被
り
、
秋
苗
米
の
徴
収
が
蠲
免

さ
れ
た
た
め
、
上
供
米
が
定
額
を
充
足
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
続
き
に

　
　

雖
已
科
下
江
西
、
依
去
年
和
糴
一
百
万
碩
、
而
隆
興
府
号
為
帥

府
、
其
守
臣
日
有
申
陳
乞
免
收
糴
。
且
称
除
給
到
糴
本
外
、
陪
補

銭
数
甚
多
、
無
従
出
辦
。
其
余
州
軍
、
例
皆
推
托
控
免
、
窃
慮
将

来
所
糴
之
数
未
必
斉
足
。

と
あ
る
。
尹
穡
は
上
供
米
の
欠
額
に
起
因
す
る
米
不
足
を
補
填
す
べ

く
、
江
西
路
で
米
百
万
石
を
和
糴
す
る
と
提
案
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
江
西
路
の
府
州
軍
の
う
ち
、
隆
興
府
は

安
撫
司
の
治
所
で
〔
あ
る
た
め
諸
々
の
経
費
負
担
が
重
く
〕、
且
つ
本

銭
に
つ
い
て
も
、
中
央
か
ら
支
給
さ
れ
た
額
以
外
に
隆
興
府
自
身
が
補

填
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
分
が
多
く
、
結
局
本
銭
を
調
達
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
の
理
由
か
ら
和
糴
の
免
除
を
要
請
し
て
お
り
、
隆
興
府
以

外
の
江
西
路
の
州
軍
も
皆
和
糴
を
免
除
し
て
も
ら
う
こ
と
を
要
請
し
た

た
め
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
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ま
た
前
節
で
紹
介
し
た
、
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
の
欠
額
を
述
べ
た

司
農
卿
張
宗
元
の
上
言
（『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
四
〇
「
市
糴
糧
草
」、

乾
道
元
年
正
月
二
十
日
条
）
の
続
き
に
は
、
対
策
と
し
て

　
　

乞
下
戸
部
以
大
農
一
歲
経
常
之
費
、
将
諸
倉
見
在
米
及
已
撥
定
諸

路
合
発
綱
運
、
会
約
尚
欠
之
数
、
却
取
今
歲
諸
路
泛
抛
和
糴
応
副

江
上
諸
軍
之
余
、
令
装
発
三
、四
十
万
碩
赴
行
在
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
部
に
命
じ
て
一
年
間
の
経
費
（
一
年
間
の
俸
給

米
・
軍
糧
米
の
支
給
額
）
を
〔
臨
安
の
〕
諸
倉
が
現
在
貯
蔵
す
る
米
、

及
び
諸
路
が
発
送
し
た
上
供
米
の
額
〔
と
比
べ
て
〕、
不
足
額
を
合
計

し
た
上
で
、
今
年
諸
路
が
和
糴
し
、
国
境
地
帯
の
諸
軍
に
供
給
す
る
軍

糧
米
の
余
剰
三
十
万
～
四
十
万
石
を
臨
安
へ
送
っ
て
〔
不
足
を
補
填

す
る
〕、
と
い
う
の
で
あ
る
。
国
境
地
帯
の
軍
隊
に
供
給
す
る
軍
糧
米

の
和
糴
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
両
浙
・
江
東･
江
西･
湖
北･

湖
南
路
で

あ
り（
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（

、
張
宗
元
は
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
両
浙
・
江
東
路
を
除
く
右
記
諸

路
、
即
ち
江
西･

湖
北･

湖
南
路
で
和
糴
さ
れ
た
軍
糧
米
の
余
剰
を
、
臨

安
へ
送
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
提
案

は
採
択
さ
れ
ず
、
張
宗
元
の
上
奏
に
対
す
る
詔
に
は

　
　

詔
江
西
転
運
司
、
於
已
科
合
赴
淮
西
総
領
所
交
納
隆
興
二
年
上
供

米
内
、
改
撥
三
十
万
碩
前
来
行
在
送
納
。
所
有
省
倉
并
戸
部
糴
場

合
糴
米
斛
、
司
農
寺
更
切
多
方
措
置
、
広
数
收
糴
、
相
兼
応
副
支

遣
。

と
あ
り
、
江
西
路
転
運
司
に
命
じ
、
江
西
路
よ
り
淮
西
総
領
所
〔
管
下

の
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
も
と
〕
へ
送
ら
れ
る
隆
興
二
年
の
上
供
米
の
中

か
ら
三
十
万
石
を
撥
し
て
臨
安
へ
送
納
さ
せ
る
他
、
司
農
寺
が
八
方
手

を
尽
く
し
て
省
倉
・
戸
部
和
糴
場
に
お
け
る
和
糴
を
増
額
す
る
よ
う
命

じ
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
に
江
西･

湖
北･

湖
南
路
に
お
い
て
和

糴
さ
れ
る
米
や
、
そ
こ
か
ら
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
べ

き
上
供
米
を
臨
安
へ
輸
送
し
、
不
足
を
補
填
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
両
浙
・
江
東
路
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
臨
安
へ
送
ら
れ

る
上
供
米
や
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
に
欠
額
が
生
じ

た
際
に
は
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
、
本
来
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に

充
て
ら
れ
る
上
供
米
や
和
糴
米
を
長
駆
臨
安
へ
輸
送
し
、
米
不
足
を
補

填
す
る
と
い
う
措
置
が
企
て
ら
れ
た
。
し
か
し
上
供
米
に
つ
い
て
見
る

と
、
そ
も
そ
も
そ
れ
だ
け
で
は
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
を

充
足
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
総
領
所
や
諸
路
に
お
い
て
、
和
糴
に
よ
る

補
填
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ

る
上
供
米
の
中
か
ら
、
臨
安
へ
の
送
付
分
を
さ
ら
に
捻
出
す
る
こ
と

は
、
よ
ほ
ど
の
豊
作
に
恵
ま
れ
、
秋
苗
米
徴
収
額
・
上
供
額
に
余
裕
が

生
じ
た
時
以
外
に
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
十
三
世
紀

に
入
る
と
、
金
・
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
の
戦
闘
の
激
化
・
恒
常
化
に
伴

い
、
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
が
急
増
し
た
た
め
、
江
西
・

湖
北
・
湖
南
路
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
を
送
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

和
糴
米
に
関
し
て
も
、
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
の
大
き

さ
を
考
慮
す
る
と
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
に
お
い
て
、
臨
安
の
上
供
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米
・
和
糴
米
の
欠
額
を
補
填
す
る
た
め
に
和
糴
を
行
う
余
裕
は
生
じ
難

か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
金
・
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
の
戦
争
に
よ

り
国
境
地
帯
の
軍
糧
米
の
需
要
が
急
増
す
る
と
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南

路
の
和
糴
額
は
一
層
増
大
し
た
。
理
宗
時
代
（
一
二
二
四
～
六
四
）
に

な
る
と
、
湖
北
・
京
西
方
面
の
軍
糧
米
は
江
西
・
湖
南
路
の
和
糴
に
依

存
す
る
と
ま
で
い
わ
れ
、
両
路
で
は
和
糴
が
強
制
賦
課
さ
れ
た
他
、
湖

北
路
で
も
和
糴
は
事
実
上
の
付
加
税
と
化
し
、
農
民
に
大
き
な
負
担
を

強
い
て
い
た（

（3
（

。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
臨
安
へ
送
る
米
を
捻
出

す
る
た
め
さ
ら
な
る
和
糴
を
行
う
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
と
見
な

さ
れ
る
。
事
実
、
十
三
世
紀
に
な
る
と
、
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
か
ら

上
供
米
や
和
糴
米
を
臨
安
へ
送
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
は
検
索
で
き
な

い
。

　
　

⑵　

省
倉
の
貯
蔵
米
の
増
額

　

米
不
足
に
備
え
る
手
段
と
し
て
、
両
浙
路
が
豊
作
に
恵
ま
れ
た
時

に
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
の
和
糴
を
増
額
し
た
り
、
同
路
の
府
州
軍
で

和
糴
を
行
っ
た
り
し
て
、
買
い
上
げ
た
米
を
省
倉
に
収
納
し
、
そ
の
貯

蔵
額
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
た
。
両
浙
路
の
う
ち
、
特
に
浙

西
は
一
旦
豊
作
と
な
れ
ば
大
量
の
米
が
収
穫
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、

か
か
る
措
置
は
浙
西
を
上
供
米
・
和
糴
米
の
主
た
る
供
給
地
と
す
る
臨

安
に
と
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
有
効
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

和
糴
の
具
体
例
と
し
て
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
四
一
「
市
糴
糧
草
」、

乾
道
元
年
七
月
十
二
日
条
の
戸
部
の
上
奏
に

　
　

内
外
大
軍
等
合
用
糧
米
万
数
浩
瀚
、
今
歳
浙
西
州
軍
早
禾
豊
熟
、

秋
成
有
望
。
欲
下
両
浙
転
運
司
於
浙
西
州
軍
、
別
糴
米
五
十
万

碩
、
起
赴
行
在
省
倉
、
令
項
樁
管
。
所
有
本
銭
、
乞
於
浙
西
逐
州

軍
見
売
度
牒
銭
内
就
便
截
撥
九
十
二
万
二
千
貫
、
其
余
缺
銭
、
乞

令
礼
部
給
降
度
牒
、
下
両
浙
転
運
司
拘
撥
出
売
凑
数
充
本
。

と
あ
る
。
こ
の
年
は
そ
れ
ま
で
と
一
転
し
て
、
浙
西
で
は
豊
作
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
浙
西
の
州
軍
で
余
剰
の
米
五
十
万
石
を
和
糴
し
て
臨
安

の
省
倉
へ
送
付
し
、
備
蓄
す
る
こ
と
、
和
糴
に
用
い
る
本
銭
は
度
牒
の

出
売
に
よ
り
調
達
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
毎
月

の
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
額
が
十
二
万
五
千
石
～
十
四
万
五
千
石

と
す
れ
ば
、
五
十
万
石
は
三
～
四
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。

　

ま
た
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
―
二
一
～
二
二
「
司
農
寺
」、
慶
元
四

年
（
一
一
九
八
）
十
月
三
日
条
に
は
、
新
権
発
遣
泰
州
陳
希
点
の
上
言

と
し
て

　
　

臣
昨
負
丞
農
寺
、
窃
見
、
一
歲
合
用
斛
斗
、
其
数
不
少
。
除
両
浙

七
州
・
江
東
四
州
歲
運
米
外
、
其
余
全
仰
両
浙
糴
、
降
本
銭
收
糴

軍
人
回
糶
及
客
人
中
糶
米
斛
、
以
為
歲
計
。
当
淳
熙
初
元
、
州
郡

歲
額
銭
共
計
一
百
六
十
八
万
緡
、
是
時
年
豊
米
銭
（
賤
の
誤
り
）

楮
弊
（
幣
の
誤
り
）
方
重
、
銭
無
他
用
、
故
不
聞
有
迫
蹙
之
患
。

と
あ
り
、
淳
煕
元
年
（
一
一
七
四
）
に
上
供
米
を
補
填
す
る
た
め
、
豊

作
に
恵
ま
れ
た
両
浙
路
の
州
郡
に
お
い
て
、
本
銭
百
六
十
八
万
緡
を
用

い
て
和
糴
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
買
い
上
げ
ら
れ
た
米
は
臨
安
の
省

倉
に
収
納
さ
れ
、
貯
蔵
に
回
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
購
入
さ
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れ
た
米
の
額
は
右
の
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
和
糴
の
際
の
米

価
は
米
一
石
あ
た
り
二
貫
＋
数
百
文
が
一
般
的
で
あ
り
、
豊
作
時
に

は
一
貫
三
百
～
五
百
文
に
ま
で
下
落
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（3
（

。
従
っ
て

百
六
十
八
万
緡
の
本
銭
を
用
い
て
米
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
の
額
は
、

米
価
が
一
石
＝
二
貫
（
緡
）
と
す
れ
ば
八
十
四
万
石
、
一
貫
五
百
文
と

す
れ
ば
百
十
二
万
石
と
な
る
。
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
額
が
毎

月
十
二
万
五
千
石
で
あ
れ
ば
約
九
ヶ
月
分
、
十
四
万
五
千
石
な
ら
七
・

七
ヶ
月
分
に
相
当
す
る
。
こ
れ
に
も
と
か
ら
一
～
二
ヶ
月
分
の
貯
蔵
米

（
十
二
万
五
千
石
～
最
大
で
二
十
九
万
石
）
が
省
倉
に
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
計
十
ヶ
月
～
十
一
ヶ
月
分
、
即
ち
一
年
分
弱
に
な
る
。

　

省
倉
の
貯
蔵
米
の
額
に
つ
い
て
は
、
右
の
記
事
以
外
に
も
、
前
節
で

紹
介
し
た
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
巻
二
七
二
「
理
財
」
所
載
の
、
嘉
定
二

（
一
二
〇
九
）、
三
年
頃
に
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
駕
部
員
外
郎
李
鳴

復
の
上
奏
に

　
　

其
米
斛
之
在
京
者
、
可
得
而
言
也
、
曰
両
豊
儲
倉
、
曰
〔
省
倉
〕

中
下
界
。
其
倉
凡
四
、
以
石
計
之
、
総
不
過
二
百
万
。

と
あ
り
、
両
豊
儲
倉
・
省
倉
中
下
界
の
貯
蔵
米
は
合
計
二
百
万
石
と
記

さ
れ
て
い
る
。
両
豊
儲
倉
と
は
後
述
す
る
通
り
、
臨
安
に
設
置
さ
れ
た

賑
済
・
賑
糶
用
倉
庫
の
豊
儲
倉
・
豊
儲
西
倉
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
儲
倉

だ
け
で
百
五
十
万
石
を
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
、
実
際
の

貯
蔵
米
の
額
と
し
て
は
八
十
七
万
石
と
い
う
数
字
が
残
っ
て
い
る
。
ま

た
豊
儲
倉
・
豊
儲
西
倉
の
貯
蔵
額
が
計
百
七
十
万
石
と
い
う
記
事
も
目

睹
さ
れ
る（

（3
（

。
恐
ら
く
こ
の
二
百
万
石
の
う
ち
、
省
倉
の
貯
蔵
米
の
占
め

る
額
は
少
な
く
、
多
く
て
も
百
万
石
、
少
な
け
れ
ば
二
十
万
～
三
十
万

石
程
度
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る

と
、
省
倉
の
貯
蔵
米
の
額
は
、
最
大
で
も
百
数
十
万
石
、
一
年
分
弱
程

度
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
前
項
で
紹
介
し
た
『
歴
代
名
臣
奏
議
』
所

載
の
李
椿
の
上
奏
に
「
常
に
当
に
二
百
万
碩
の
倉
に
在
る
有
れ
ば
、
才

か
に
及
ば
ざ
る
有
る
も
、
即
ち
須
く
措
置
補
足
す
べ
し
」
と
あ
り
、
米

不
足
を
補
足
す
る
に
は
常
に
二
百
万
石
の
貯
蔵
米
が
省
倉
に
必
要
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
現
は
困
難
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　
　

⑶　

予
備
倉
に
よ
る
補
填

　

臨
安
で
は
、
右
に
言
及
し
た
賑
糶
・
賑
済
用
の
米
を
収
納
す
る
倉
庫

が
省
倉
の
予
備
倉
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
、
省
倉
の
貯
蔵
米
を
補
填

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
賑
糶
・
賑
済
用
の
倉
庫
と
し
て
は
、
北
宋
時
代

か
ら
杭
州
に
は
常
平
倉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
南
宋
時
代
に
入
る
と

形
骸
化
し
た（

（4
（

。
臨
安
に
お
い
て
、
賑
糶
・
賑
済
用
倉
庫
の
中
心
と
な
っ

た
の
は
豊
儲
倉
で
あ
る（

（4
（

。
豊
儲
倉
は
紹
興
二
十
六
年
、
水
旱
に
備
え
て

設
置
さ
れ
、
百
万
石
の
米
を
貯
蔵
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の

後
乾
道
～
淳
煕
年
間
に
か
け
て
、
豊
儲
倉
の
貯
蔵
額
は
百
三
十
万
～

百
五
十
万
石
に
拡
張
さ
れ
、
淳
煕
七
年
に
は
豊
儲
西
倉
も
新
た
に
設
置

さ
れ
た
。
豊
儲
倉
に
収
納
さ
れ
る
米
に
は
、
主
と
し
て
浙
西
で
和
糴
さ

れ
る
米
が
充
て
ら
れ
た
。
豊
儲
倉
の
米
を
用
い
た
賑
糶
・
賑
済
の
実
施

は
不
定
期
で
あ
り
、
支
出
さ
れ
る
米
の
額
も
一
回
の
和
糴
に
よ
っ
て
買

い
上
げ
ら
れ
る
米
の
額
と
比
べ
る
と
少
な
く
、
省
倉
の
よ
う
に
恒
常
的



三
二

に
多
額
の
米
を
支
出
す
る
必
要
も
な
い
た
め
、
そ
の
運
用
に
は
省
倉
よ

り
も
余
裕
が
あ
っ
た
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
現
実
の
貯
蔵
米
の
額
に
つ

い
て
、
八
十
七
万
石
・
百
七
十
万
石
と
い
う
数
字
が
残
っ
て
い
る
。

　

豊
儲
倉
の
運
用
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
省
倉
に
お
け
る
俸
給
米
・
軍
糧

米
の
支
払
い
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
も
と
よ
り
、
省
倉
の
貯
蔵
米
額

に
余
裕
が
な
く
な
っ
た
時
に
も
、
豊
儲
倉
の
貯
蔵
米
で
補
填
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
豊
儲
倉
の
貯
蔵
米
を
省
倉
の
補
填
に
用
い
る
、
即
ち

豊
儲
倉
が
省
倉
の
予
備
倉
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
淳
煕
九
年
、

司
農
寺
が
許
可
な
く
省
倉
の
米
の
収
支
に
豊
儲
倉
の
貯
蔵
米
を
流
用
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
事
実
か
ら
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
端
平
元
年
（
一
二
三
四
）
以
降
、
臨
安
に
は
端
平
倉
・
平
糴

倉
・
淳
祐
倉
と
い
う
賑
糶
・
賑
済
用
の
倉
庫
が
設
置
さ
れ
た（

（4
（

。
こ
れ
ら

は
両
浙
転
運
司
も
し
く
は
地
方
政
庁
と
し
て
の
臨
安
府
が
設
置
し
た
も

の
で
、
主
と
し
て
浙
西
の
米
を
和
糴
に
よ
っ
て
調
達
・
収
納
し
、
特
に

下
層
民
が
米
価
の
高
騰
や
食
糧
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
、
賑
糶･

賑

済
を
行
う
倉
庫
で
あ
っ
た
。
三
倉
庫
と
も
後
に
運
用
が
戸
部
（
司
農

寺
）
へ
移
管
さ
れ
、
そ
の
貯
蔵
米
が
賑
糶
・
賑
済
米
以
外
に
俸
給
米
・

軍
糧
米
の
支
払
い
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
省
倉
の
予

備
倉
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
こ
う
し
た
倉
庫
は
賑
糶
・
賑
済
と
い
う
本
来
の
職
務
を

持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
予
備
倉
と
し
て
機
能
し
得
る
の
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
貯
蔵
米
に
余
裕
が
あ
る
時
に
限
ら
れ
て
い
た
。
臨
安
が
饑
饉

や
疫
病
等
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
て
賑
糶
・
賑
済
用
の
米
の
支
出
が
急
増

し
た
時
に
は
、
省
倉
へ
の
貯
蔵
米
の
流
用
を
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
逆

に
省
倉
の
貯
蔵
米
を
賑
糶
・
賑
済
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス

も
発
生
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
倉
庫
の
中
に
は
年
月
を
経
る
う
ち
に
管
理

運
用
の
杜
撰
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
、
平
糴
倉
な
ど
は
『
宋
史
』
巻

一
七
八
食
貨
志
「
振
恤
」
に

　
　

景
定
元
年
、
臨
安
府
平
糴
倉
旧
貯
米
数
十
万
石
、
糶
補
循
環
、
其

後
用
而
不
補
、
所
存
無
幾
。

と
あ
る
如
く
、
貯
蔵
米
を
放
出
し
た
後
、
補
充
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
景
定
元
年
（
一
二
六
〇
）
当
時
、
貯
蔵
米
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
賑
糶
・
賑
済
用
倉
庫
が
省
倉
の
予
備
倉
と
し
て
の

機
能
を
絶
え
ず
十
全
に
果
た
し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）、
上
供
米
の
定
額
は
合
計
で
三
百
五
万

石
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
両
浙
・
江
東
路
か
ら
臨
安
へ
毎
年
百
十
二
万
石

が
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
残
り
の
百
九
十
三
万
は
国
境
地
帯
へ
送

ら
れ
、
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
南
宋
に
お
け
る
国
境
地
帯

の
軍
需
の
大
き
さ
、
及
び
そ
れ
が
中
央
の
財
政
を
い
か
に
圧
迫
し
て
い

た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
百
十
二
万
石
の
上
供
米
だ
け
で
は
、
臨
安
に
お

け
る
俸
給
米
・
軍
糧
米
を
支
払
う
こ
と
は
で
き
ず
、
戸
部
和
糴
場
・
省

倉
に
お
け
る
和
糴
米
で
の
補
填
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
上
供
米
・
和
糴

米
が
定
額
を
充
足
し
て
い
れ
ば
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
に
問
題



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

三
三

は
な
い
が
、
も
し
欠
額
が
生
じ
て
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
出
額
を
下
回

り
、
省
倉
の
貯
蔵
米
で
補
填
で
き
な
け
れ
ば
、
支
払
い
は
不
可
能
と
な

る
。
ま
た
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
以
降
に
な
る
と
、
俸
給

米
・
軍
糧
米
の
年
間
支
出
額
が
増
大
し
、
上
供
米
・
和
糴
米
の
定
額
の

合
計
を
上
回
る
と
い
う
事
態
も
起
こ
り
、
支
払
い
不
能
に
陥
る
リ
ス
ク

は
一
層
高
ま
っ
た
。

　

上
供
米
・
和
糴
米
の
年
間
の
欠
額
は
数
千
～
数
十
万
石
に
登
る
こ
と

が
あ
り
、
発
生
の
原
因
と
し
て
①
両
浙
・
江
東
路
が
自
然
災
害
に
見
舞

わ
れ
米
の
生
産
が
低
下
す
る
、
②
有
力
者
の
不
正
行
為
、
③
上
供
米
の

移
用
・
截
留
、
④
漕
運
従
事
者
に
よ
る
上
供
米
の
盗
売
、
⑤
運
河
の
水

位
低
下
に
よ
る
上
供
米
・
和
糴
米
輸
送
船
の
航
行
障
害
、
⑥
上
供
米
の

他
所
へ
の
転
送
等
が
指
摘
さ
れ
る
。
原
因
の
中
で
も
①
、
特
に
浙
西
に

お
け
る
米
の
生
産
の
低
下
が
、
最
も
多
額
の
欠
損
を
発
生
さ
せ
た
と
見

ら
れ
、
漕
運
の
問
題
に
起
因
す
る
欠
額
も
多
か
っ
た
。
十
三
世
紀
に
入

る
と
、
軍
糧
米
へ
の
截
留
・
移
用
も
増
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

上
供
米
・
和
糴
米
の
欠
額
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
額
の
増
大
に

起
因
す
る
米
不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
戸
部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る

和
糴
の
増
額
や
坐
倉
収
糴
が
行
わ
れ
た
が
、
か
か
る
措
置
は
和
糴
米
の

主
た
る
生
産
地
で
あ
る
浙
西
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
は
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
か
ら
国
境

の
軍
隊
の
も
と
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
・
和
糴
米
を
長
駆
臨
安
へ
輸
送
す

る
と
い
う
対
策
が
企
て
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
対
策
は
右
記
諸
路
に
お

い
て
、
和
糴
米
・
上
供
米
に
余
裕
の
あ
る
時
に
の
み
施
行
で
き
た
の
で

あ
り
、
十
三
世
紀
に
入
り
、
金
・
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
の
戦
争
が
激
化
・

恒
常
化
す
る
と
、
国
境
地
帯
に
お
け
る
軍
糧
米
の
需
要
の
増
加
に
よ

り
、
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
省
倉
の
貯
蔵
米
の
増
大
を
目
的
と
し
て
、
浙
西
が
豊
作
に
恵
ま

れ
た
時
に
和
糴
を
行
い
、
購
入
し
た
米
を
省
倉
へ
収
納
す
る
と
い
う
こ

と
も
行
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
う
し
た
措
置
を
講
じ
て
も
、
省
倉
の
米
貯

蔵
額
は
最
大
で
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
額
の
一
年
分
弱
、
百
数
十
万

石
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
賑
糶
・
賑
済
用
倉
庫
を
省
倉
の
予
備
倉

と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
手
段
も
講
じ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
倉
庫
の
貯

蔵
米
に
余
裕
が
あ
る
時
に
限
ら
れ
て
お
り
、
倉
庫
の
中
に
は
貯
蔵
米
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
有
名
無
実
化
し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
。
賑
糶
・
賑

済
用
倉
庫
が
予
備
倉
と
し
て
い
つ
も
十
全
に
機
能
し
て
い
た
の
か
ど
う

か
は
疑
わ
し
い
。

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
如
く
、
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
、
戸

部
和
糴
場
・
省
倉
に
お
け
る
和
糴
米
の
主
要
な
生
産
地
た
る
浙
西
は

「
穀
倉
地
帯
」
で
あ
り
、
且
つ
臨
安
と
隣
接
し
て
い
た
た
め
に
、
上
供

米
・
和
糴
米
の
供
給
は
潤
沢
・
円
滑
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
財
源
と
す

る
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
と
の
イ
メ
ー
ジ
が

抱
か
れ
る
。
し
か
し
本
稿
で
述
べ
た
通
り
、
現
実
に
は
上
供
米
・
和
糴

米
の
供
給
と
そ
れ
に
基
づ
く
俸
給
米
・
軍
糧
米
の
支
払
い
は
、
余
裕
の

な
い
、
不
安
定
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
南
宋
も
滅
亡
に
近
づ
い
た
景
定
四
年
（
一
二
六
三
）
以
降
、

浙
西
の
一
部
に
公
田
法
が
実
施
さ
れ
る
と（

（4
（

、
公
田
の
租
米
が
秋
苗
米
に



三
四

代
わ
っ
て
臨
安
へ
上
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
租
米
の
上
供
に
も
欠

額
を
も
た
ら
す
様
々
な
問
題
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
租
米
は
秋

苗
米
と
比
べ
る
と
一
回
の
徴
収
量
が
圧
倒
的
に
多
く
、
省
倉
に
は
毎
日

一
万
石
余
り
が
収
納
さ
れ
た
と
の
記
事
が
目
睹
さ
れ
る
。
ま
た
、
租
米

を
収
納
す
る
た
め
豊
儲
倉
が
拡
張
さ
れ
、
租
米
六
百
万
石
を
収
納
す
る

咸
淳
倉
な
る
倉
庫
ま
で
も
臨
安
に
は
新
設
さ
れ
た（

（4
（

。
上
供
米
の
供
給
及

び
俸
給
米
・
軍
糧
米
支
払
い
の
状
況
は
、
公
田
法
の
実
施
に
伴
い
一
変

し
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
て
み
た

い
。

　

註
（
１
）	　
『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
科
編
』
四
〇
、
二
〇
一
六
年
。

（
２
）	　

島
居
一
康
「
南
宋
の
上
供
米
と
両
税
米
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
─
四
、

一
九
九
三
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）、
同

「
宋
代
上
供
の
構
成
と
財
政
運
用
」（『
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要　

社
会
シ
ス
テ
ム

論
集
』
一
、一
九
九
六
年
、
後
『
宋
代
財
政
構
造
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二

年
に
再
録
）、
内
河
久
平
「
南
宋
総
領
所
考

─
南
宋
政
権
と
地
方
武
将
と
の
勢
力

関
係
を
め
ぐ
っ
て

─
」（『
史
潮
』
七
八
・
七
九
、
一
九
六
二
年
）、
雷
家
聖
『
聚

斂
謀
国

─
南
宋
総
領
所
研
究

─
』（
万
巻
楼
図
書
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
三

年
）、
汪
聖
鐸
『
両
宋
財
政
史
』
上
下
（
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
）、
包
偉
民
『
宋

代
地
方
財
政
史
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
黄
純
艶
『
宋
代
財
政

史
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）、
橋
本
紘
治
「
南
宋
に
お
け
る
漕
運
の
特

殊
性
に
つ
い
て

─
北
辺
の
軍
糧
調
達
に
お
け
る
漕
運
の
役
割

─
」（『
青
山
博
士

古
稀
記
念
宋
代
史
論
叢
』、
省
心
書
房
、
一
九
七
四
年
）
等
。

（
３
）	　

例
え
ば
斯
波
義
信
「
長
江
下
流
域
の
市
糴
問
題
」（『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』、

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
に
、
臨
安
で
支
払
わ
れ
る
俸
給
米
・

軍
糧
米
の
供
給
に
関
し
て
「
生
産
と
交
通
の
発
達
し
た
こ
の
地
域
に
し
て
み
れ
ば
、

補
給
問
題
は
さ
ほ
ど
困
難
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
（
二
四
七
頁
）。

（
４
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
六
八
─
六
六
「
賑
貸
」、
乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
四
月
十
四
日

条
。

（
５
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
六
三
─
三
四
「
蠲
放
」、
乾
道
九
年
十
一
月
十
三
日
条
、『
皇
宋

中
興
両
朝
聖
政
』
巻
五
三
、
淳
煕
元
年
（
一
一
七
三
）
十
月
戊
辰
条
。

（
６
）	　
『
宋
史
全
文
続
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
上
、
淳
煕
八
年
六
月
戊
午
条
。

（
７
）	　

坐
倉
収
糴
と
は
、
支
給
し
た
軍
糧
米
の
余
剰
を
政
府
が
再
び
買
い
上
げ
る
こ
と
を

指
す
。
坐
倉
収
糴
に
関
す
る
専
論
と
し
て
佐
伯
富
「
宋
代
の
坐
倉
」（『
人
文
科
学
』

二
─
四
、
一
九
四
八
年
、
後
『
中
国
史
研
究
』
一
、
同
朋
舎
、
一
九
六
九
年
に
再

録
）
が
あ
る
。

（
８
）	　

以
上
、
浙
西
の
農
業
生
産
に
つ
い
て
は
周
藤
吉
之
「
宋
代
浙
西
地
方
の
圍

田
の
発
展

─
土
地
所
有
制
と
の
関
係

─
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』

三
九
、一
九
六
五
年
、
後
『
宋
代
史
研
究
』、
東
洋
文
庫
、
一
九
六
九
年
に
再
録
）、

宮
澤
知
之
「
宋
代
先
進
地
帯
の
階
層
構
成
」（『
鷹
陵
史
学
』
一
〇
、
一
九
八
五
年
）、

大
澤
正
昭
「
蘇
湖
熟
天
下
足

─
「
虚
像
」
と
「
実
像
」
の
あ
い
だ

─
」（『
新
し

い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
七
九
、
一
九
八
五
年
、
後
『
唐
宋
変
革
期
農
業
社
会
史
研

究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
年
に
再
録
）、
足
立
啓
二
「
宋
代
両
浙
に
お
け
る
水

稲
作
の
生
産
力
水
準
」（『
文
学
部
論
叢
（
熊
本
大
学
）』
一
七
、
一
九
八
五
年
、
後

『
明
清
中
国
の
経
済
構
造
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
に
再
録
）
等
に
よ
る
。

（
９
）	　

こ
の
時
の
水
害
の
状
況
は
李
華
瑞
『
宋
代
救
荒
史
稿
』
上
（
天
津
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
四
年
）、
八
一
～
八
二
頁
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
10
）	　

註
（
８
）
宮
澤
論
文
、
五
八
頁
。

（
11
）	　

詭
名
挾
戸
に
つ
い
て
は
周
藤
吉
之
「
宋
代
の
詭
名
寄
産
と
元
代
の
投
献
」（『
東
洋

文
化
研
究
所
紀
要
』
九
、
一
九
五
五
年
、
後
『
唐
宋
社
会
経
済
史
研
究
』、
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
に
再
録
）
を
参
照
し
た
。

（
12
）	　

北
宋
時
代
、
上
供
米
を
供
給
し
た
の
は
東
南
六
路
（
両
浙
・
淮
南
・
江
東
・
江



南
宋
の
上
供
米
制
度
運
用
の
実
態
と
臨
安
に
お
け
る
米
不
足
に
つ
い
て

三
五

西
・
湖
北
・
湖
南
路
）
で
あ
る
が
、
南
宋
時
代
に
入
る
と
こ
の
う
ち
淮
南
路
が
上
供

の
対
象
か
ら
外
れ
た
。
こ
こ
に
淮
南
と
あ
る
の
は
、
或
い
は
湖
南
の
誤
り
で
あ
ろ
う

か
。

（
13
）	　

因
み
に
紹
興
十
二
年
（
一
一
四
二
）
か
ら
実
施
さ
れ
た
経
界
法
は
、
詭
名
挾
戸

に
よ
り
出
現
し
た
隠
田
の
摘
発
、
減
少
し
た
税
収
の
増
大
を
一
目
的
と
し
て
い
た

（
曽
我
部
静
雄
「
南
宋
の
土
地
経
界
法
」、『
宋
代
政
経
史
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
四
年
、
王
徳
毅
「
李
椿
年
与
南
宋
土
地
経
界
」、『
宋
史
研
究
集
』
第
七
輯
、

中
華
叢
書
編
審
委
員
会
、
一
九
七
四
年
等
に
よ
る
）。

（
14
）	　

こ
の
こ
と
は
註
（
８
）
所
載
の
諸
論
考
の
他
、
周
藤
吉
之
「
南
宋
末
の
公
田
法
」

（『
東
洋
学
報
』
三
五
─
三
・
四
、
三
六
─
一
、
一
九
五
三
年
、
後
『
宋
代
土
地
制
度

史
研
究
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
に
再
録
）
等
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て

い
る
。

（
15
）	　

上
供
の
比
率
は
八
木
充
幸
「
南
宋
地
方
財
政
の
一
検
討
」（『
集
刊
東
洋
学
』

四
四
、
一
九
八
〇
年
）、
長
井
千
秋
「
南
宋
時
代
鎮
江
府
の
財
政
収
支
」（『
岐
阜
聖

徳
学
園
大
学
紀
要
』〈
教
育
学
部　

外
国
語
学
部
〉
三
七
、
一
九
九
九
年
）、註
（
２
）

島
居
論
文
・
包
著
書
等
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）	　

饒
州
の
上
供
米
は
紹
興
三
十
年
正
月
、
建
康
府
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
も
と
へ
送
付

す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
（
註
（
１
）
拙
稿
、
五
九
頁
）。
こ
こ
で
い
う
饒
州
が

送
る
べ
き
上
供
米
と
は
、
建
康
府
の
軍
隊
の
も
と
へ
送
る
上
供
米
で
あ
ろ
う
。

（
17
）	　

紹
興
三
十
年
に
臨
安
へ
送
ら
れ
る
上
供
米
の
発
送
地
と
そ
の
発
送
額
が
定
め
ら
れ

た
時
に
は
、
江
東
路
で
臨
安
へ
上
供
米
を
送
る
府
州
軍
は
建
康
府
・
太
平
州
・
宣
州

で
あ
っ
た
（
同
右
拙
稿
、
五
九
頁
）。
し
か
し
そ
の
後
変
更
が
あ
っ
た
如
く
で
、
こ

の
記
事
を
見
る
と
饒
州
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
乾
道
五
年
当
時
、
饒

州
は
臨
安
・
建
康
府
双
方
へ
上
供
米
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
18
）	　

杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
興
亡
』
上
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
六
年
）、

八
〇
・
二
一
六
頁
に
よ
る
。

（
19
）	　

註
（
１
）
拙
稿
、
五
九
頁
。

（
20
）	　

註
（
18
）
杉
山
著
書
、
一
三
七
～
一
三
九
頁
、『
宋
史
』
巻
四
四
・
四
五
理
宗
本

紀
、
開
慶
元
年
（
一
二
五
九
）・
景
定
元
年
（
一
二
六
〇
）
条
等
に
よ
る
。

（
21
）	　

註
（
１
）
拙
稿
、
四
一
～
四
二
頁
。

（
22
）	　

以
上
、
羨
余
に
つ
い
て
は
青
木
敦
「
南
宋
の
羨
余
と
地
方
財
政
」（『
東
洋
学
報
』

七
三
─
三
・
四
、
一
九
九
二
年
）
に
よ
る
。

（
23
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
二
「
宋
漕
運
」、
乾
道
九
年
十
月
六
日
条
。

（
24
）	　

押
綱
官
の
使
臣
に
つ
い
て
は
王
雲
裳
「
簡
述
宋
代
漕
運
中
押
綱
武
臣
与
舟
卒
的
営

私
獲
利
活
動
」（『
寧
波
大
学
学
報
（
人
文
科
学
版
）』
二
〇
〇
九
年
─
六
）、
同
「
簡

論
宋
代
漕
運
与
武
職
押
綱
隊
伍
及
舟
卒
」（『
紹
興
文
理
学
院
学
報
（
哲
学
社
会
科

学
）』
二
〇
一
〇
年
─
一
）
等
を
参
照
し
た
。

（
25
）	　

押
綱
官
に
素
行
不
良
の
者
が
多
い
一
因
と
し
て
待
闕
寄
居
官
、
即
ち
職
事
を
持
た

ず
、
空
き
ポ
ス
ト
を
待
つ
官
僚
（
使
臣
）
が
押
綱
官
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
事
情
が

あ
っ
た
（『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
二
「
宋
漕
運
」、
紹
興
十
八
年
五
月
八
日
条
、
食

貨
四
四
─
一
五
「
宋
漕
運
」、
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
九
月
十
四
日
条
等
）。
待
闕

寄
居
官
に
関
す
る
専
論
と
し
て
竺
沙
雅
章
「
宋
代
官
僚
の
寄
居
に
つ
い
て
」（『
東
洋

史
研
究
』
四
一
─
一
、一
九
八
二
年
、
後
『
宋
元
仏
教
文
化
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
に
再
録
）
が
あ
る
。

（
26
）	　

兵
梢
に
よ
る
盗
売
は
、
浙
西
諸
州
か
ら
の
米
の
上
供
に
お
い
て
、
兵
梢
を
用
い
る

官
運
を
や
め
、
民
運
に
切
り
換
え
る
よ
う
請
願
が
な
さ
れ
る
ほ
ど
盛
ん
で
あ
っ
た

（『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
三
「
宋
漕
運
」、
淳
熙
十
六
年
閏
五
月
三
日
条
）。

（
27
）	　
『
宋
史
』
巻
九
七
河
渠
志
「
浙
西
運
河
」
所
載
の
、
淳
煕
十
一
年
に
な
さ
れ
た
臣

僚
の
上
言
に
よ
れ
ば
、
当
時
大
運
河
で
は
北
関
（
余
杭
門
）
～
秀
州
一
帯
、
無
錫
・

江
陰
軍
、
常
州
～
丹
陽
一
帯
、
丹
陽
～
鎮
江
府
一
帯
、
即
ち
ほ
ぼ
全
域
で
水
位
の
低

下
が
問
題
化
し
て
い
る
。

（
28
）	　

こ
う
し
た
水
位
低
下
の
原
因
は
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
六
「
宋
漕
運
」、
紹
興

二
十
九
年
四
月
十
七
日
条
、『
宋
史
』
巻
九
七
河
渠
志
「
浙
西
運
河
」
所
載
記
事
等

に
詳
し
く
見
え
て
い
る
。

（
29
）	　

臨
安
の
省
倉
は
上
中
下
界
の
三
倉
庫
か
ら
な
り
、
各
々
百
五
十
万
石
の
米
を
貯
蔵

す
る
こ
と
が
で
き
た
（
拙
稿
「
南
宋
臨
安
の
倉
庫
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人

文
学
科
編
』
三
五
、
二
〇
一
三
年
、
五
八
～
六
〇
頁
）。

（
30
）	　

李
鳴
復
は
嘉
定
二
年
（
一
二
〇
九
）
の
進
士
で
、『
宋
史
』
巻
四
一
～
四
三
理
宗



三
六

本
紀
に
よ
れ
ば
端
平
元
年
（
一
二
三
四
）
六
月
に
侍
御
史
兼
侍
講
と
な
り
、
そ
の
後

簽
書
枢
密
院
事
・
参
知
政
事
等
を
歴
任
し
た
後
、
淳
祐
四
年
（
一
二
四
四
）
六
月
に

罷
免
さ
れ
、
翌
淳
祐
五
年
十
二
月
に
死
去
し
て
い
る
。
李
鳴
復
が
駕
部
司
員
外
郎
と

し
て
こ
の
上
奏
を
行
っ
た
の
は
、
侍
御
史
に
な
る
前
の
嘉
定
二
年
～
端
平
元
年
の

間
、
註
（
31
）
に
記
し
た
如
く
、
江
西
・
湖
南
路
で
少
数
民
族
が
反
乱
を
起
こ
し
た

嘉
定
二
～
三
年
頃
と
思
わ
れ
る
。

（
31
）	　
『
宋
史
』
巻
四
九
四
西
南
溪
峒
諸
蠻
下
、
巻
三
九
寧
宋
本
紀
、
嘉
定
元
年
二
月
是

月
条
、
二
年
十
一
月
是
月
条
、
三
年
六
月
是
月
条
・
十
一
月
是
月
条
・
十
二
月
丙
寅

条
等
に
よ
る
と
、
嘉
定
元
年
～
三
年
に
、
江
西
・
湖
南
路
で
少
数
民
族
と
お
ぼ
し
き

羅
世
伝
・
李
元
礪
・
羅
孟
二
を
首
謀
者
と
す
る
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
。
江
西
・
湖

南
が
盗
区
と
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
反
乱
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
32
）	　

註
（
２
）
内
河
論
文
七
～
一
〇
頁
、
雷
著
書
六
七
～
七
六
頁
。

（
33
）	　

註
（
３
）
斯
波
論
文
、
二
四
七
・
二
四
九
頁
。

（
34
）	　

因
み
に
北
宋
の
開
封
で
は
上
供
米
六
百
万
石
に
対
し
、
俸
給
米
・
軍
糧
米
と
し
て

支
出
さ
れ
る
米
の
額
は
年
間
約
三
百
六
十
万
石
～
四
百
八
十
万
石
と
い
う
か
ら
（
同

右
斯
波
論
文
、
二
三
八
頁
）、
臨
安
と
比
べ
て
か
な
り
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
35
）	　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
四
八
「
秩
官
」
に
よ
れ
ば
、
李
椿
は
淳
煕
三
年
の
正
月
～
三

月
に
か
け
て
司
農
卿
の
ま
ま
権
知
臨
安
府
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
李
椿
が
司
農
卿

と
な
っ
た
の
は
そ
れ
以
前
、
恐
ら
く
乾
道
年
間
（
一
一
六
四
～
七
三
）
～
淳
煕
年
間

（
一
一
七
四
～
八
九
）
の
初
め
頃
と
見
ら
れ
、
上
奏
は
司
農
卿
で
あ
っ
た
乾
道
～
淳

煕
年
間
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
）	　

註
（
３
）
斯
波
論
文
、
二
五
三
～
二
五
四
頁
、
二
七
九
～
二
八
三
頁
。

（
37
）	　

同
右
斯
波
論
文
、
二
五
三
頁
。

（
38
）	　

和
糴
の
際
の
米
価
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
三
五
・
五
〇
・
五
四
・
五
五
「
市

糴
糧
草
」、
隆
興
元
年
七
月
二
十
五
日
条
、
乾
道
元
年
十
二
月
十
六
日
条
、
乾
道
八

年
十
二
月
十
三
日
条
、
乾
道
九
年
九
月
十
九
日
条
、
同
書
食
貨
四
一
─
九
・
一
四
～

一
五
・
二
一
「
和
糴
」、
淳
煕
元
年
十
二
月
二
十
日
条
、
淳
煕
十
三
年
八
月
八
日
条
、

淳
煕
十
六
年
十
二
月
五
日
条
等
に
見
え
る
。

（
39
）	　

註
（
29
）
拙
稿
、
七
五
頁
、
蔡
戡
『
定
斎
集
』
巻
六
「
乞
賑
済
箚
子
」。

（
40
）	　

杭
州
・
臨
安
の
常
平
倉
に
つ
い
て
は
同
右
拙
稿
、
六
九
～
七
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
41
）	　

以
下
、
臨
安
の
豊
儲
倉
に
関
す
る
記
述
は
同
右
拙
稿
、
七
一
～
七
七
頁
に
よ
る
。

（
42
）	　

以
下
、
こ
れ
ら
の
倉
庫
に
つ
い
て
の
記
述
は
同
右
拙
稿
、
七
七
～
七
九
頁
に
よ

る
。

（
43
）	　

同
右
拙
稿
、
五
九
～
六
〇
、
七
六
頁
。

（
44
）	　

公
田
法
に
つ
い
て
は
註
（
14
）
周
藤
論
文
の
他
、
寺
地
遵
「
南
宋
末
期
、
公
田
法

の
背
景
」（『
史
学
研
究
』
二
三
一
、
二
〇
〇
一
年
）、
小
林
晃
「
南
宋
後
期
に
お
け

る
両
淮
防
衛
軍
の
統
制
政
策
─
浙
西
両
淮
発
運
司
か
ら
公
田
法
へ
─
」（『
歴
史
学
研

究
』
九
二
三
、
二
〇
一
四
年
）
等
を
参
照
し
た
。

（
45
）	　

公
田
法
と
臨
安
の
倉
庫
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
註
（
29
）
拙
稿
、
八
〇
～
八
三

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。


